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産
業
連
関
の

価
格
=

物
量
リ

ン

ク

モ

デ

ル

に

よ

る

生

産
･

消
費

･

貿
易
構
造
の

展
望

一

価

椿
=

物
量
リ

ン

ク

モ

デ
ル

の

意
図

今
日

の

日

本

経
済
は

､

世

界
的

な

資
海
エ

ネ

ル

ギ

ー

制
約

､

環

境
問
題

､

立
地

制

約
､

イ

ン

フ

レ

な

ど
､

新
し

い

制
約
要
因
の

高

ま

り
に

直

面
し

､

国
際

経
済

社

会

と

の

調

和
を

は

か

り

な

が

ら
､

環
境
保

全
､

･
省
資
漁

･

省
エ

ネ

ル

ギ

ー

を

十

分
に

組
み

込
ん

だ

構

造
に

転

換
し
て

い

く
こ

と
を

求
め

ら

れ

て

い

る
｡

そ

の

さ

い
､

将

来
に

向

け
て

の

産
業
間
の

資
瀕
配

分
の

予

測

と

問
題
点

を

吟
味
す

る

う
え

で
､

分

析
方

法
と

し

て

の

産
業
連
関
分

析
が

有
益

な
こ

と

は
､

こ

れ

ま

で

の

多
数
の

実
証

研

究
の

経

験
か

ら

立

証

ず
み

で

あ

る
｡

し

か

し
､

上

記
の

よ

う

な

新
た

な

現

代
的

諸

問
題
の

群

生
は

､

従

来
の

慣
行
的

な

分

析
手

法
そ

の

ま
ま

の

踏

襲
と
い

う

接
近

方

式

宮

沢

健

一

を
不

可

能
に

さ

せ

て

い

る
｡

と

り

わ

け
､

供
給
面
の

諸

制
約
の

高
ま
り

に

よ

る

相

対

価

格
構

造
の

変
動
効
果

を

織
り

込

ま

ず
し

て

は
､

今

後
の

産

業
構
造
の

姿

を

予

測

す
る

の

は

不

適
切

と

な

ろ

う
｡

以

下
で

採
用
す

る

の

ほ
､

ソ

フ

ィ

ス

ト

ケ

イ

ト

さ

れ

た
モ

デ
ル

構
築
で

は

な

く
て

､

モ

デ
ル

の

挽

作
可

能
性
と

デ
ー

タ

の

利

用

可

能
性
に

配
慮
し

て

の
､

現

実

的
レ

ベ

ル

で

の

構
造

変
動
へ

の

一

接
近
で

あ

る
｡

分

析
の

着
眼

と

方

法
は

､

次
の

山

㈲
二

点

に

要
約
で

き

る
｡

m

基

礎

と

す
る

産
業
連
関

分
析
は

､

従

来
の

慣
行

的

な

部

門
別

生

産
の

物
量

分

析
だ

け
で

は

な

く
て

､

産
業
連
関
の

価
格
分

析
を

こ

れ

に

リ

ン

ク

さ

せ

る
｡

し

か

も
､

物

量
分

析
よ

り

価
格
分

析
を

先

行
さ

せ

て
､

こ

れ

か

ら
の

動
向
判

断
に

即

応
さ

せ

た

モ

デ
ル

と
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す
る

｡

つ

ま

り
､

∽
ま

ず
今
日

戦
略

的
･

先

行

的
に

考
え

ら

れ

る
ぺ

き

原

油
コ

ス

ト
､

輸
入

中
間
財
コ

ス

ト
､

公

害

防
除
コ

ス

ト
､

労
働
コ

ス

ト

の

今
後
の

上

昇
率

を
と

り

あ

げ
､

こ

れ

を

作
業
仮

説
と
し

て

設

定
す

る
｡

そ

し
て

そ

の

そ

れ

ぞ

れ

が
､

産
業
の

生

産

物
価
格
に

ど

れ

ほ

ど
の

影

響
を

及
ぼ

し
､

結
果

と

し
て

産
業
別
の

生

産
物
価
格
の

相

対

関
係

を
一

〇

年
後
(

一

九

八
五

年
)

に

ど

う

変
化
さ

せ

る

か

を
､

価
格
モ

デ
ル

を

用
い

て

予

測

す

る
｡

00
そ

の

さ

い

や
･

つ

二

つ

の

考

慮
事
項
と

し
て

､

相

対
価

格
の

変

化

は
､

産
業
連

関
の

バ

ラ

ン

ス

を

介
し
て

影
響
す
る

だ

け

で

な

く

て
､

中
間

生

産
物
投

入

の

生

産
技
術
構
造
を

動
か

す

こ

と

を

通
じ

て

も

影

響
す

る

点
に

配
慮

す
る

｡

そ

の

た

め
､

投
入

係
数
の

変
化

を
エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

な

情
報
に

結
び

つ

け
て

予

測

し
､

こ

れ

を

モ

デ
ル

の

中

核
に

組
み

入

れ

る
｡

･

㈹
次
い

で
､

こ

う

し
て

求
め

ら
れ

た

部
門

別

生

産
物
の

相

対

価

楷
の

変
化
の

効
果
が

､

マ

ク

ロ

経

済
の

目

標
年
次
に

お

け
る

フ

レ

ー

ム

の

変
化

と

結
び

つ

い

て
､

類
別

な
い

し

品

目

別
の

需
給
バ

ラ

ン

ス

を

ど
の

よ

う
に

左

右

す
る

か

を

判

断
す
る

｡

そ

の

た
め

相
対

価
格
を

変
数
に

持
つ

国
内

最
終

需
要
諸

関

数
､

輸
出

関
数

､

輸
入

関
数
を

推
計

し
､

ま
た

､

マ

ク

ロ

な
い

し

類
別
か

ら

品

目
別

変
換

の

コ

ン

バ

ー

タ

ー

を

推
定
す

る
｡

肖
こ

れ

ら

を

受
け
て

､

産
業
連

関
の

物

量
モ

デ
ル

に

よ
っ

て
､

産
業
別

･

部
門

別
の

諾

構
造
を

推
定

す
る

が
､

こ

の

さ

い

に

も
､

既
述
の

価
格
効
果
に

配

慮
し

た

技
術
変
化

を

組
み

込
ん

だ

予

測

投

入

構
造
を

核
に

お

く
｡

惚
こ

の

着
眼
の

も

と

で

の

分

析
の

も

う
一

つ

の

力
点

を
､

次
に

お

く
｡

す

な
わ

ち
､

構
造

変
化
の

あ
り

う
ぺ

き

変
化

を
一

本
の

姿

で

推
定
し

て

ビ

ジ

ョ

ン

と
し

て

提
示

す
る

の

で

は

な

く
て

､

複
数

の

ケ

ー

ス

を

戦
略

的
分

析
視
点
に

た
っ

て

設
定

し
､

比

較
･

吟
味

す
る

方

法

を

採
用

す
る

｡

す

な
わ

ち
､

∽
ケ

ー

ス

I
A

は
､

｢

貿
易

構
造

高
度
化

型
+

と

も

呼
び

う

る

も
の

で
､

鉄
鋼

･

石

油

化

学
等
の

基

幹
資
源
型

産
業
の

海
外

立
地

が

進
展
し

､

そ

れ

に

よ

る

貿
易
構

造
の

変
化

を

見

込

ん

だ

ケ

ー

ス

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う

な

進
展
に

対

し

て
､

制
約
要
因
が

ど

う

絡
む

か

を

吟
味
す
る

た

め
､

さ

ら
に

次
の

諸

ケ

ー

ス

を

設

定

す
る

｡

㈹
ケ

ー

ス

I
B

は
､

貿
易

構

造

が

こ

れ

ま
で

の

趨
勢
の

ま

ま

展

開

す
る

と

想

定
し

た

場
合
で

あ
っ

て
､

｢

貿
易

構

造

趨

勢
型
+

と

よ

び

う
る

｡

㈹
ケ

ー

ス

Ⅱ

は
､

産

業
構
造

が

基

準

年
次
の

ま

ま

据
え

置
か

れ
､

経
済
規
模
だ

け
が

I
A

と

同

じ
ス

ケ

ー

ル

で

拡

大
す

る

と

み

た
､

蜘
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｢

産
業
構
造

現

状
維
持
型
+

と

す

る
｡

肖
ケ

ー

ス

Ⅲ

を
､

｢

相

対

価

樟
不

変
型
+

と

し
､

相

対

価

格
と

投
入

係
数
に

変
化

な
し

と
し

て

推
定

す

る
｡

そ

の

さ

い

必

要
に

応

じ
､

ケ

ー

ス

Ⅳ

と

し

て
､

相
対

価

格
は

変
化

す
る

が

投
入

係
数
は

不

変
と

し
た

｢

技
術

構
造
不

変
型
+

の

ケ

ー

ス

を

も

導
入

す
る

｡

以

上
の

川
･

他
の

二

着

眼

点
を

連
結
し
て

､

シ

ミ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

分

析
の

手

法
で

構
造

変

化
を

追

跡
す
る

｡

す
で

に

推
察
さ

れ

た

で

あ

ろ

う
よ

う
に

､

わ

れ

わ

れ

の

主

眼

は
､

結
果
と

し
て

描
か

れ

る

将
来
年
次
の

構
造
を

そ

の

ま

ま

目

標
と

し
て

提
示

す
る

よ

り

も
､

む

し

ろ

わ

が

国

経

済
の

発
展

過

程
が

そ

こ

に

向

う
さ

い

直
面
す

る

構
造

上
の

問
題
点
を

､

発
見
し

摘
出
す

る

こ

と
に

重

点
を

お

く
｡

卦

た
､

.
そ

の

た

め
の

判
断
の

計
数

的
素
材

を

用

意
す
る

こ

と
を

ね

ら
い

と

す
る

｡

分

析
の

目

標

年
次
は

一

九

八

五

年
に

定

め
る

｡

‥

桝
ベ

ー

ス

と

す

る

産

業
連
関
表
は

､

最
新
の

一

九

七

〇

年
表
(

六

〇
部

門
)

と

し
､

か

つ

こ

れ

を

若
干

改

編
し

た

も
の

を

基

礎
と

す
る

｡

肘
要
素
コ

ス

ト

上

昇
の

作
業
仮
説
と
し

て

の

予

測

値

は
､

六

〇

部
門

別
に

､

次

の

よ

う
に

与
え

る
｡

∽
公

害
防
除
コ

ス

ト

に

つ

い

て

は
､

公

害
発

生

原

単
位
係
数

･

環
境
基

準
カ

ッ

ト

率
･

防
除

原
単
位
係

数
を

基

礎
に

､

防
除

操

作
コ

ス

ト

と

防
除

資
本
コ

ス

ト

を

求
め

､

こ

れ

に

デ
フ

レ

ー

タ

ー

を

乗
じ

た

和
と

し

て

求

め
る

｡

00
輸
入

中
間
財
コ

∽

ス

ト

に

つ

い

て

は
､

財
貨
部
門

に

つ

き
､

輸
入

品

中

間
投
入

係
数

を

も

と
に

輸
入

価

格
上

昇
の

予

測

値

を

与

え

て

求
め
る

｡

㈹
原
油

コ

ス

一

に

つ

い

て

は
､

原

油
投
入

係

数
を

も
と

に
､

原

油
価
格
上

昇
率
を

見

込
ん

で

推
定

す

る
｡

‥

円

労

働
コ

ス

ト

に

つ

い

て

は
､

部

門
別
の

賃
金

率
上

昇
率

と

労
働
生

産

性
上

昇
率
の

関

係
か

ら

求
め

る

(

こ

の

さ

い

雇
用

者
以

外
の

従

業
者
の

多
い

部

門
に

つ

き

相

当

分

を

労
働
コ

ス

ト

側
に

移
行
さ

せ

て

お

く
)

｡

何
他

方
､

目

標
年

次
マ

ク
ロ

経

済
の

フ

レ

ー

ム

は
､

経

済
審
議
会

･

社

会
基

本

計
画

の

フ

ォ

ロ

ー

ア

ブ

プ

作
業

､

お

よ

び

そ

の

関

連
作
業
な

ど
､

既
開

発
の

モ

デ
ル

の

推
定

結
果
に

依
存
し
て

こ

れ

を

与

え
る

｡

〓

構
造
方

超
式
の

体

系
と

そ

の

作
動

モ

デ
ル

の

構
造
方

程
式

は
､

次

表
に
一

括

し
て

示

す
｡

表
中
の

記
号
の

説
明
は

､

以

下

必

要
に

応
じ
て

順
次

行
う

｡

産
業
分

類
六

〇

部
門
の

産
業
番
号

は
､

後
出
の

第
1

表
･

表
側
の

産

業
名
と

対

照

さ

れ

た

い
｡

産
業
連
関
の

物
量
モ

デ
ル

に

連
結
さ

れ

る

価
格
モ

デ
ル

の

作
動

は
､

次
の

形
で

な

さ

れ

る
｡

先

行
的
に

考
え

ら
れ

る

ぺ

き

目

標

年

次
の

､

部
門
別

単
位
生

産
額
あ

た

り

労
働
コ

ス

ト

句
､

公

害
防

除

▲
-

.

虹
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く部門別価椿形成方程式〉

60 (;0

国産価格 タブ
d

= ∑p 乞
d

叫
d
＋∑p 豆

耶
α盲ノ

仇

＋タ1｡ 叫 ＋句タブ
d
＋句 ＋ち (J = レ 6 0

, 沖 1 0)
*

盲 = 1 ` = 1
* 6 0 産糞部門 分類名 に つ い て は

, 後出第
1 表 の 表側を 参照 . なお f = 1 0 ほ石油 .

七≒ 10 i ≒ 10

輸 入価番 p i

也
=

タ乞

m
= 外生 (古= 1 - 4 2)

p る

他
=

p 毛

d

(盲= 4 レ 6 0)

国 内価格 p ま
= m 肋

肌

＋( 1 - m
`) p 毛

d

く生 産技術構 造 (投 入係 数)〉

国産品投入 係数 αすJ
d

= ( 1 一

肌卓) 物

輸入 品投入係 数 ὰブ
仇

= m 純ノ

(£= 1 ′
- 6 0)

(盲
, ブ= 1 ” 6 0)

(盲
, J = 1 ′- 6 0)

〈需給方程式と相 対価 格〉

6 0

需 給 バ ラ ン ス 哉 ＋ 蝿 = ∑ 叫 ろ ＋ ダ
d乞十且

卓 (右= 1 - 6 0)
ノ= 1

輸入 関数
( 品目別)

輪
島野

( 品目別)

1 0 g l O 吼 = α
卓＋β乞

1 0 g l O( 哉 十 峨) ＋r毛
1 0 g l｡( p 乞

m

佃乞
d
) (言

= 2 8 ′ 一 2 9
,

3 7 ” 3 8
,

4 1)

蝿 = αi 十β卓( 易 ＋ 吼) (古= レ 1 0
,

お よ ぴ ` 三 1 レ 2 7
,

3 0 ～ 3 6
,

3 9 - 4 0
,

4 2 )

峨 = 吼 ( i = 4 3 - 6 0)

1 0 g lO 句 = αブ十βJ l o g lO ヂ耶 ＋rブ1 0 g l O( 紬 /蝕)

(右= 1 ･ 一 4 2)

(£= 4 3 ′ - 6 0)

60

( 輸出県別価格) 紬
=

∑e
`ブタ毛

d

け = 1 ” 6)
も = 1

国内最終需要 ダd卓
= C

そ＋C
ダ毛

＋んi 十ち五十ちゼ＋れ

消費関数 (個 人)
(類別)

(品 目別)

( 消費類別価格)

( 消費支出価格)

(J = 1 ･
- 6)

*

6 類別輸 出分顆 は
, 食料品 , 簸雄及び

同製品 , 化学製品 , 金属及び 同製品 , 機

械機器 ,
その 他 .

(盲= 1 ′ - 60)

1 0 g l O Cン= αブ＋βメ1 0 g l O
e ＋γノ

1 0 g l O( p ｡ブ佃｡) (ノ = レ 6)
*

6

C 壬
=

∑β王ノq (乞= 1 ” 6 0)
J

三 1

60

p ｡ブ
= ∑ 叫p ` (ノ = 1 ” 6)

卓 = 1

6

p ｡
= ∑( q

O

/ Cつp ｡J ( 0 = 基準年 次)
ブ= 1

( 政府消費) C 〆
= ¢

一
名q ( i = 1 ” 6 0)

投資関数

民 間住宅投資 んす
= 乞九i ん (盲= レ 6 0)

民間設備投資 ち豆
= 乞

p i ち (盲
= 1 ” 6 0)

1 1

政府投資
* ∫

p乞
= ∑右

打名Jちノ (i = ト ー 6 0)
ブ = 1

在庫投資 れ = J`
J (乞= レ 6 0 )

ヱ4 7

6 類別消費支出分類 ほ
, 飲食費 ,

被服

費 , 光熱費 , 地代家賃 , 耐久財
,
避費 .

政府 投資J = 1 ” 1 1 類別iま
, 道路 , 港

湾 , 農林 水 , 住 宅 ,̀ 環境衛生 , 厚生福祉 ,

治山治水 , 災害復旧
, 運輸 , 通信 , そ の

イ臥

*) 基礎 諸物資推定式 , 就業者推定式は
, 省略

* *) 大文字中の マ ク ロ 需要量の うち
, 符 号 - を付 し た記号 は

,
マ ク ロ モ デ ル か ら フ レ ー ム とし て与 え られ る
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｡

ス

ト
■

や
原
油

価

格

如
､

輸
入

中
間

財
価

格
㌦

(

た

だ

し

訂
-

-

畠

で

サ
ー

ビ

ス

部
門
関
係
を

除
く
)

の

上

昇
率
を

､

国

産
価

格
形
成

の

方

程
式
に

与

え

る

と
､

目

標
年
次
の

部
門
別

国

産
価

格

㌦
が

求

ま
る

｡

そ

の

決
定

は
､

と

く
に

エ

ネ

ル

ギ

ー

･

基

礎
資
材
に

つ

き

技
術

変
化
を

見
込

ん

だ

予

測

投

入

係

数

物
を

媒

介
と

し
て

な

さ

れ

る

(

手

続
的
に

は

品

目

別

輸
入

係

数

物

に

基
く

国
産

･

輸
入

品

別

の

投
入

係
数

材
と

㌦
た

よ

る
)

｡

そ

の

さ

い
､

上

記

要

素
コ

ス

ト

以

外
の

そ

の

他

組

付

加

価
値
コ

ス

ト

(

資
本

減
耗
引

当
＋

営

業
余

剰
＋

間
接
税
1

補
助

金
)

は
､

モ

デ
ル

上
､

外

生

的
に

は

与

え

ず
､

名
目
生

産
額
の

一

定

割
合

屯
と

な
る

よ

う

粗
利
潤
維
持
が

な
さ

れ

る

と

想

定

し
て

､

内
生

的
に

求
め

る

手

法
を

と

る
｡

国
内

平

均
価

椅
邦

は
､

こ

う
し

て

決
定
さ

れ

る

生

産
価
格

ガ
と

､

輸
入

価
格
㌦

と
の

加
重

平

均
と

し

て

求
ま

る

(

加

重
は

輸
入

係
数

杓

お

よ

び

国

産
自

給

率
-

-

ヨ
叫

で

あ

る
)

｡

こ

の

よ

う
に

決
定
さ

れ

る

生

産
部
門
の

品

目

別
相

対

価

棉
は

､

国
内

最
終

需
要
凡

､

輸

出

句

輸
入

助
に

影
響
を

与

え
､

需

給
バ

ラ

ン

ス

を

動
か

す
｡

こ

の

モ

デ
ル

の

需
給
均

衡
は

､

部
門

別

国

内

生

産
額
易
プ

ラ

ス

輸

入

助
の

総
供
給

､

お

よ

び
､

部
門

別

中

間

需

要

M
(

ざ
し

㌔

プ

ラ

ス

国

内

最
終
需

要
と

輸
出

勺
璧

＋

向
ホ

の

総

需

要
の

､

両

者
の

バ

ラ

ン

ス

式
で

与

え

ら
れ

る
｡

モ

デ
ル

で

は
､

こ

れ

を

品

目
別

輸
入

関

数

と

連
立
さ

せ
､

生

産

額
ぁ

と

輸
入

額
鶴
を

舶
一
.

⊥

同

時
決
定

す
る

方

式

を

採
用

す
る

｡

輸
入

関

数
は

､

表
示

し

た

よ

う
に

性
格
別
に

区

別

し
て

設

定
す

る

(

∽
相

対

価
格
を

変
数
に

も
つ

対

数
線
形

型
､

㈹
1

き
=

先

決

生

産
額
･

吾
=
-

の
･

不

足
分

輸
入

型
､

付
き
=
〇

･

昏
=

一

定
の
･

輸

入

係
数

一

定

型
､

い
】

峨
=

外
生
の

･

輸
入

外

生

壁
)

｡

こ

の

連

立

解
に

必

要
な

情
報
は

､

前
記
の

価
椅
分

析

で

求
め

ら

れ

る

輸

入
･

国
産
の

相

対

価
格

き
ヨ
＼

き
軋

と
､

以

下
の

よ

う
に

し

て

求
め

ら

れ

る

最
終
需

要

勺
聖

＋

内
払

と

で

あ

る
｡

最
終

需
要
の

う

ち
､

輸
出
関

数

は
､

サ

ー

ビ

ス

輸

出
(

外
生
)

を

除

く

財
貨
の

類
別

輸
出

関

数
(

6

類
別
)

と

し

て

設
定

さ

れ

る
｡

マ

ク

ロ

フ

レ

ー
ム

か

ら

与

え

ら
れ

る

輸
出
総

琴
丘

を

分

割
し

た

類

別

財
貨
輸

出
は

､

二

つ

の

変
数
で

説

明
さ

れ

る
｡

一

つ

は

価
楷
分

析
か

ら

決
め

ら
れ

る

部
門

別

国

産
価

軌
ガ
を

加
重

平

均
し

た

類
別

輸
出
国
内

価
椿
伽

(

ウ
エ

ー

ト

は

輸

出
コ

ン

バ

ー

タ

ー

物

に

よ

る
)

､

お

よ

び

外
生

変
数
と

し

て

の

世

界
価
格
一
物

と

の
､

内

外

相

対

価
格
で

あ

る
｡

も

う
一

つ

の

変
数
は

､

所

得
効

果
を

示

す

類
別

世

界
貿
易

額
一
世

じ

ぁ

る
｡

こ

の

関

数
か

ら

求
め

ら

れ

る

類
別

輸
出

額

句
は

､

輸

出
コ

ン

バ

ー

タ

ー

叫
に

よ
っ

て
､

部
品

別

輸

出
夙
に

変
換
さ

れ

る
｡

▲
も

ー
-



( 4 1 ) 産業連関 の 価椿 = 物量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生産 ･

消 費 ･ 貿易構 造 の 展 望

国

内

最
終

需

安

中
､

民

間

個

人

消

費
関

数

も

類
別

関

数

(

6

類

別
)

で

あ

る
｡

そ

の

相
対

価
格
変
数

は
､

価
格
分

析
か

ら

求

ま

る

国
内

価
格
伽

の

加
重

平

均

た

る

類

別

消

費
支

出

価
格
紬

(

ウ
エ

ー

ト

は

個
人

消

費
コ

ン

バ

ー

タ

ー

物
に

よ

る
)

と
､

さ

ら
に

後
者

を

加

重

平

均
し

た

個
人

消

費
支

出
デ
フ

レ

ー

タ

ー

伽

と

の
､

両

者
の

此
で

与

え
ら

れ

る
｡

こ

の

相

対

価
椅

､

お

よ

び
マ

ク

ロ

フ

レ

ー

ム

か

ら

え

ら
れ

る

個
人

消

費
総

額
-
C

を

変
数
と

し

て
､

類
別

個

人

消

費
q
が

決
定
さ

れ
､

次
い

で

こ

れ

が

消

費
コ

ン

バ

ー

タ

ー

物
に

よ

っ

て

品

目
別

消

費
q
に

変
換
さ

れ

る
｡

他

方
､

品
目

別

政

府

消

費

㌦
は

､

マ

ク

ロ

フ

レ

ー

ム

か

ら

与

え

ら
れ

る

総
政

府

消

費
額
一
q
を

､

直

接
に

政
府

消

費
コ

ン

バ

ー

タ

ー

軸
に

よ
っ

て

品
目

別
に

変
換
し

て

求
め

る
｡

投

資
関

数
の

う
ち

､

民

間
住

宅

投
資

､

民

間
設

備

投

資
､

在
庫

投

資
は

､

そ

れ

ぞ

れ
マ

ク
ロ

フ

レ

ー

ム

の

モ

デ
ル

か

ら

求

め

ら
れ

た

各

捻

投

資
額

ん
､

ち
､

■J

を

も
と

に

し
､

ま

た

政

府

投

資
は

同

じ

く
マ

ク

ロ

フ

レ

ー

ム

に

よ

る

総

授

琴
ん
を

十
一

類

別

し
た
一
㍍
を

も

と

と

す
る

｡

こ

れ

ら
は

､

そ

れ

ぞ

れ

の

投
資
コ

ン

バ

ー

タ

ー

.
拗

､

･
や
･
ぺ
一
触
に

よ
っ

て
､

品

目

別
の

各

投

資
ん

､

卑

ぅ

ん
に

変
換
さ

れ

る
｡

上

記
六

〇

品
目

別

需
要

配

分
に

さ

い

し
､

∽
マ

ク
ロ

量
･

類
別

分

割
量
に

つ

き
､

あ

ら
か

じ

め

国

民

所
得
ベ

ー

ス

か

ら

産
業
連

関

ベ

ー

ス

ヘ

の

転
換
が

な

さ

れ

る
｡

ま

た
､

㈹
前
記
各
コ

ン

バ

ー

タ

ー

は
､

基

準
年
次

産
業
連

関
デ
ー

タ

ー

を

基

礎
と

し

な
が

ら

も
､

戦
略
的
部
分
に

つ

い

て

は
､

設
定

ケ

ー

ス

に

よ

り
､

ま

た

は
一

般

的
に

､

係
数
に

修
正

を

加
え

て

目

標
年
次

用
の

そ

れ

を

用

意
す

る
｡

㈹
諸
関
数
の

推
定
パ

ラ

メ

ー

タ

ー

の

一

部
に

関
し
て

も
､

関

数

推

定
さ

れ

た

係

数
に

つ

い

て
､

戦
略
的

･

実

態

的
判

断
か

ら
､

前

記

と

同

様
な

所

要
の

修
正

を

施
す

｡

な

お

上

記

以

外
の

関

数
と

し

て
､

‥

仲

基

幹
物

資
需
要
の

推
定

式

(

一

次
エ

ネ

ル

ギ

ー
､

種
別

･

需
要
先

別
エ

ネ

ル

ギ

ー
､

粗

鋼
生

産
､

同

輸

出
､

エ

チ

レ

ン

生

産
な

ど
)

､

恥
部
門

別

就

業
者

推
定

式
を

立
て

､

M
こ

れ

を

他

方
に

お

け

る

国
内

立

地

制
約

･

執
入

可

能
量
な

ど

を

考

慮

し
た

供

給
可

能

推
定

量
､

労
働
供
給
量
と

の
､

チ
ェ

ッ

ク

の

た

め

に

用
い

る
｡

こ

れ

ら

推
定

式

は
､

定

義
的
係

数

関

係
式

を

主

と

し

て

い

る

の

で
､

記
載
を

省
略

し
た

｡

わ

れ

わ

れ

の

モ

デ
ル

は
､

改

良

を

要
す

る

諸

点
を

持
つ

｡

た

と

え

ば
､

要
素

価
格
上

昇
に

基
づ

く
コ

ス

ト

プ

ッ

シ

ュ

と

そ

れ

に

ょ

る

中

間
財
価
楷
上

昇
は

､

す
べ

て

生

産

物

価

格
に

転
嫁
さ

れ

る

と

想

定

し

て

い

る

こ

と
､

価

格
分

析
結

果

を

物

量

分

析
に

リ

ン

ク

し

て

い

る

が
､

後

考
の

結

果
が

前
者
に

反

映
さ

れ

る

ル

ー

ト

を

明

示

脚

/
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的
に

扱
う

形
を

と
っ

て

い

な
い

こ

と
､

マ

ク

ロ

フ

レ

ー

ム

推
定

値

を

既

開
発
の

モ

デ
ル

に

依
存

し

内

生

化
し

て

い

な
い

こ

と
､

最
終

需
要
諸

関
数
に

は

再

分
割
そ

の

他

精
緻
化
の

余
地

が

残

さ

れ

て

い

る

も
の

が

あ

る

こ

と
､

で

あ

る
｡

デ
ー

タ

の

利
用

可

能
性
と
モ

■
デ
ル

の

挽
作
応

用

性
に

配

慮
し
て

モ

デ
ル

を

こ

の

よ

う
に

実

際
的

･

現

実
的
レ

ベ

ル

に

自
己

限
定

し
､

サ

イ

ド

情
報
の

援
用
に

依
存
す

る

こ

と
は

､

確
か

に
一

面
で

そ

れ

な

り

の

利
点

を

発
揮
す
る

｡

け

れ

ど

も
､

他
面
そ

れ

ほ
､

上

記

限

界
と

の

か

か

わ

り
に

お

い

て
､

評
価
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

｡

こ

の

両

側
面
の

何

れ

の

側
に

評

価
が

重

く

傾
く
か

は
､

目
頭
で

述

べ

た

分
析

上
の

戦

略
的

目

標
､

お

よ

び

以

下
に

示

す

分

析

結
果
の

射
程
を

素
材
と

し

て
､

判

断
さ

れ

る

べ

き

も
の

で

あ

ろ

う
｡

三

相

対

価

格
の

変
動
と

要
素
コ

ス

ト

原

油
価
格

､

輸
入

中

間
財
価
格

､

労
働
コ

ス

ト
､

公

害
防
除
コ

ス

ト

な

ど
､

要
素
コ

ス

ト

の

今

後
の

上

昇
を

見

込
む

と

き
､

一

九

八

五

年
の

産

業
品

目
別

の

相

対

価

格
構

造
に

は

か

な

り

の

変
化
が

予

想
さ

れ

る
｡

全

産
業
品
目
の

予

想

価
格
上

昇
率
の

平
均

を
一

･

〇

〇
と

す
る

と

き
､

六

〇

品

目

別
の

相

対

価
椿
構
造
は

､

生

産

者

価

格
ベ

ー

ス

で

あ

ら

わ

し
て

､

第
1

表
の

よ

う
に

な
る

｡

表
に

み

る

よ

う
に

､

価
格
上

昇
率
が

平

均
の

1

以

上

を

示
す

部

畑

門

は
､

そ

の

性
格
上

､

ほ

ぼ

二

つ

の

タ

イ

プ

に

分
か

れ

る
｡

一

つ

は
､

石

油
価

蒋
の

上

昇
(

平
均
上

昇
率
を
一

･

〇
〇
と

す
る

と

き
二
･

六
五
)

の

影
響
を

ま

と

も
に

受
け
る

業
種
で

あ

る
｡

石

油

製

品
､

電
力

､

ガ

ス

な

ど

が

そ

れ

で

あ

る
｡

も

う
一

つ

の

グ

ル

ー

プ

は
､

上

記
ほ

ど
の

上

昇
率
で

は

な
い

が
､

賃
金
コ

ス

ト

上

昇
の

影

響
を

.

強
く

受
け
る

諸
部

門
で

あ

る
｡

そ

れ

ほ

比

較
的

労
働
集
約
度
の

高

い

産
業
で

､

製
造

業
で

は
､

食
品
工

業
､

と

り

わ

け

水

産
食
品
･

そ

の

他

食
品

･

飲

料
な

ど
､

繊
維
紡
績

､

と

り

わ

け

化

学
繊
維
紡

績
∵

そ

の

他

繊
維

製
晶

な

ど
､

お

よ

び
､

雑

貨
の

身
廻
晶

で

あ

り
､

製
造

業
以

外
で

は
､

水

産

業
､

住

宅
､

公

共

木
土

､

お

よ

び

若
干

の

サ

ー

ビ

ス

部

門
が

こ

れ

に

属
す

る
｡

他

方
､

価
格
上

昇
度
が

平

均

以

下
の

値

を

と

る

部
門
は

､

製
造

業
で

ほ
､

一

般
機

械
､

電
気
機
械

､

自
動

車
､

そ

の

他

輸
送
機

械

な

ど
､

と

く
に

機

械
工

業
グ

ル

ー

プ

に

集
中

し
て

い

る
｡

こ

れ

は

主
と

し

て
､

労
働
生

産

性
の

向
上

が

相

対

的
に

期

待
で

き

る

た

め
､

価
格
上

昇
率

が

相

対

的
に

低
く

抑
え

ら

れ

る

結
果
で

あ

る
｡

非
鉄

金

属
一

次
､

金

属

製
晶

も
､

平

均
以
下

の

価

格
上

昇
率
で

あ
る

｡

な
お

､

以
上
の

結
果

は
､

い

ず
れ

も

分

析
目

的
上

､

生

産
者
価

椿
ベ

ー

ス

で

あ

ら
わ

さ

れ

て

い

る

た

め
､

運

輸
･

倉
庫

･

商
業
の

▲
い

▲

ご



( 4 3 ) 産業連関 の 価格 = 物量 ワ ン ク モ デ ノレ に よ る 生 産 ･ 消 費 ･ 貿易 構 造 の 展望

第1 表 相 対 価格 の 構 造 ( 19 8 5 年 ･ 予 測 値) 全産業平均 = 1 . 00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

指

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

24

2 5

26

2 7

2 8

2 9

3 0

一 般 作 物

工 芸 作 物

繊 維用畜 産

そ の 他 の 畜産 等

林 業

水 産 業

石 炭

鉄 鉱 石

非 鉄 金属 鉱石

石 油 ･

天 然 ガ ス

そ の 他 の 鉱 業

と 殺 ･ 肉 ･ 酪農 品

精 穀 ･ 製粉

水 産 食 品

そ の 他 の 食 料品

飲 料

た ば こ

天 然繊維 紡績

化学繊 維 紡績

そ の 他 の 繊 維 製 品

身 廻 品

製材 ･ 木 製 品

家 具

紙
･ パ ル プ

印刷 ･ 出版

皮革
･ 皮革 製 品

ゴ ム 製 品

基礎 及 び 中間化 学 製品

油月旨及 び 最 終化 学 製品

石 油製 品

4

8

2

7

6

7

7

8

4

6

1

3

6

0

8

3

0

6

3

0

1

4

4

7

2

7

7

8

1

2

7

8

4

4

7

3

2

6

7

4

9

6

0

1

7

9

2

4

3

6

8

5

9

6

7

1

7

2

(

U

3

0

0

0

0

9

1

8

9

8

6

0

(

U

O

l

O

O

O

O

l

l

O

O

9

0

8

0

0

1

0

2

1

1

1

1

0

1

0

0

0

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

0

1

1

1

1

2

3 1

3 2

3 3

3 4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

石 炭 製 品

窯 業 ･ 土 石 製 品

鉄 鋼 一 次 製品

圧 延鋼 材 ･ 鋳鍛

非 鉄 金属 一 次 製 品

金 属 製 品

一 般 機 械

電 気 機 械

自 動 車

そ の 他 の 輸 送機 械

精 密 機 械

そ の 他 の 製 造業

住 宅

非 住 宅

公 共 土 木

そ の 他 の 土 木

電 力

ガ
､

ス

水 道 ･ 衛生

商 業

不 動 産 業

鉄 道

道 路 輸 送

その 他 の 運 輸

通 信

金 融 ･ 保 険

公 務

公共 サ ー ビ ス

そ の 他 の サ
ー

ビ ス

分 類 不 明

8

5

0

6

0

2

5

6

2

4

4

3

6

4

9

2

8

2

3

2

0

0

7

9

0
0

6

2

9

0

2

7

8

5

9

5

3

3

5

8

5

3

0

7

3

9

5

4

1

9

8

3

9

2

9

5

4

6

4

2

7

0

0

0

9

8

8

只
U

8

8

8

9

0

0

0

0

0

6

6

9

6

7

9

0

0

9

1

2

1

0

9

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

1

1

0

1

1

1

1

0

ィ

⊥
だ
J一丁

上



一 橋 論叢 第 七 十 六 巻 第 二 号 ( 4 4 )

第 2 表 価希形 成 の 究 極的 要因 ( 要素費用 お よ び 外 生 最終 コ ス ト へ の 分 解)

▲

た

労 働
コ ス ト

公害防止
コ ス ト

原 油
コ ス ト

輸 入

中間財
コ ス ト

そ の 他

付加価値
コ ス ト

計

1
一 般 作 物 0

.
8 4 0 .0 2 0 . 0 5 0 . 0 3 0 . 0 6 1 . 0 0

2 工 芸 作 物 0 . 8 1 0 . 0 2 0 . 0 7 0 . 0 2 0 . 0 8 1 . 0 0

3 繊維 用 畜 産 0 . 5 5 0 . 0 2 0 . 0 5 0 . 0 9 0 . 2 9 1 . 0 0

4 そ の 他 の 畜産 等 0 . 7 5 0 . 0 3 0 . 0 6 0 . 1 0 0 . 0 6 1 . 0 0

5 林 業 0 . 4 2 0 . 0 1 0 . 0 5 0 . 1 7 0 , 3 5 1 . 0 0

6 水 産 業 0 . 4 8 0 . 0 3 0 . 1 0 0 . 0 4 0 . 3 5 ト00

7 石 炭 0 . 9 3 0 . 0 9 0 . 1 1 q . 0 7 - 0 . 2 0 1 . 0 0

8 鉄 鉱 石 0 . 4 5 0 . 0 6 0 . 1 4 0 . 0 5 0 . 3 0 1 .
0 0

9 非鉄 金 属鉱 石 0 . 5 1 0 . 0 5

0 . 0 4

0 . 1 0 0 . 04 0 . 3 0

0 . 3 9

1 . 0 0

1 0 石 油 一 天 然 ガ ス 1 . 0 0 1 . 0 0

1 1 そ の 他 の 鉱 業 0 . 3 1 0 . 2 2 0 . 0 4 1 . 0 0

1 2 と殺 ･ 肉 ･ 酪農 品 0 ･7 3 0 . 0 4 0 . 0 7 0 . 1 0 0 . 0 6 1 . 0 0

1 3 精 穀 ･ 製粉 0 . 8 7 0 . 0 2 0 . 0 6 0 .1 5 - 0 . 1 0 1 . 0 0

1 4 水 産 食 品 0 . 6 7 0 . 0 4 0 . 1 1 0 .0 8 0 . 1 0 1 . 0 0

1 5 そ の 他 の 食料 品 0 . 6 5 0 . 0 5 0 . 0 8 0 .1 1 0 .1 1 1 . 0 0

1 6 飲 料 0 . 3 0 0 . 03 0 . 0 4 0 . 0 4 0 . 5 9 1 . 0 0

1 7 た ば こ 0 . 2 0 0 .0 1 0 . 0 2 0 . 0 8 0 . 6 9 1 . 0 0

1 8 天 然繊 維紡 績 0 . 5 4 0 .0 7 0 . 0 5 0 . 2 4 0 . 1 0 1 .0 0

1 9 化 学繊 維紡 績 0 . 5 2 0 .1 0 0 . 1 7 0 . 0 9 0 . 1 2 1 . 0 0

2 0 そ の 他 の 繊 維 製 品 0 . 6 1 0 .0 8 0 .1 1 0 . 1 1 0 . 0 9 1 .
0 0

2 1 身 廻 品 0 . 6 9 0 .0 6 0 . 0 9 0 . 0 9 0 . 0 7 1 . 0 0

2 2 製材 ･ 木 製 品 0 . 6 0 0 .0 2 0 . 0 6 0 . 2 2 0 . 1 0 1 .0 0

2 3 家 具 0
. 6 2 0 . 0 4 0 . 0 7 0 . 1 2 0 . 1 5 1 . 0 0

2 4 紙
･ パ ル プ 0 . 5 1 0 . 1 3 0 . 1 2 0 . 0 9 0 . 1 5 1 . 0 0

2 5 印刷 ･ 出 版 0 . 6 3 0 . 0 6 0 . 0 8 0 . 0 6 0 . 1 7 1 . 0 0

2 6 皮革 ･ 皮 革製 品 0 . 6 6 0 . 0 7 0 . 0 9 0 . 1 1 0 . 0 7 1 . 0 0

2 7 ゴ ム 製品 0 . 5 9 0 . 0 6 0 . 1 2 0 . 0 9 0 . 1 4 1 . 0 0

2 8 基礎 及 び 中間化 学製 品 0 . 2 9 0 . 0 8 0 . 1 5 0 . 0 5 0 .4 3 1 . 0 0

2 9 油月旨及 び 最 終化 学製 品 0 . 4 7 0 . 0 6 0 . 1 2 0 . 0 8 0 . 2 7 1 . 0 0

3 0 石 油 製 品 0 . 0 5 0 . 0 2 0 . 4 5 0 . 0 1 0 .4 7 1 . 0 0

J∂之



( 4 5 ) 産業連関 の 価椿 = 物量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生 産 ･ 消費 ･ 貿 易構造 の 展望

第 2 表 つ づ き

労 働

. コ ス ト
公害防止
コ ス ト

原 油
コ ス ト

輸 入

中間財
コ ス ト

そ の 他

付加価値
コ ス ト

計

31 石 炭 製 品 0 . 3 0 0 . 0 9 0 . 0 9 0 . 4 4 0 . 0 8 1 .0 0

3 2 窯業 ･ 土 石 製 品 0 .4 5 0 ,1 1 0 .1 6 0 . 0 7 0 . 2 1 1 .0 0

3 3 鉄鋼 一次 製 品 0 . 3 0 0 . 2 2 0 .1 2 0 . 2 7 0 . 0 9 1 . 0 0

3 4 圧 延 鋼材 ･ 鋳 鍛 0 .3 6 0 .1 7 0 . 1 1 0 . 2 0 0 . 1 6 1 . 0 0

3 5 非鉄 金属 一次 製 品 0 .3 8 0 . 1 0 0 . 1 0 0 . 3 0 0 .1 2 1 . 0 0

3 6 金 属 製 品 0 . 5 0 0 . 0 8 0 . 1 0 0 . 1 2 0 . 2 0 1 . 0 0

3 7 一 般 機 械 0 . 5 6 0 . 0 6 0 . 0 9 0 . 1 1 0 .1 8 1 . 0 0

3 8 電 気 機 械 0 . 5 4 0 . 0 6 0 . 0 9 0 . 1 2 0 .1 9 1 . 0 0

3 9 自 動 車 b . 5 8 0 . 0 6 0 . 0 9 0 . 1 0 0 . 1 7 1 . 0 0

4 0 そ の 他 の 輸 送機 械 0 . 6 1 0 . 0 6 0 . 0 8 0 . 1 1 0 . 1 4 1 . 0 0

4 1 精 密 機 械 0 . 5 8 0 . 0 5 0 . 0 8 0 . 1 1 0 . 1 8 1 . 0 0

4 2 そ の 他 の 製 造業
.

0 . 5 3 0 . 0 7 0 . 1 4 0 . 0 8 0 . 1 8 1 . 0 0

4 3 住 宅 0 . 6 0 0 , 0 4 0 . 0 9 0 . 1 0 0 . 1 7 1 .0 0

4 4 非 住 宅 0 . 5 9
-

0 . 0 5 0 . 0 9 0 . 0 8 0 . 1 9 1 . 0 0

4 5 公 共 土 木 0 . 6 1 0 .0 5 0 .1 1 0 . 0 7 0 . 1 6 1 . 0 0

4 6 そ の 他 の 土 木 0 . 6 3 0 .0 4 0 . 0 9 0 ,0 7 0 . 1 7 1 .-0 0

4 7 電 力 0 .1 2 0 .1 7 0 . 1 7 0 .0 2 0 . 5 2 1 . 0 0

4 8 ガ ス 0 . 2 2 0 . 0 2 0 . 3 4 0 .0 3 0 . 3 9 1 . 0 0

4 9 水 道 ･ 衛 生 0 . 5 4 0 . 0 4 0 . 1 2 0 .0 3 0 . 2 7 1 . 0 0

5 0 商 業 0 . 6 7 0 . 03 0 . 0 7 0 . 0 3 0 . 20 1 . 0 0

5 1 不 動 産 業 0 . 1 6 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 8 1 1 . 0 0

5 2 鉄 道 0 . 7 0 0 . 0 4 0 . 0 7 0 . 0 4 0 . 1 5 1 . 0 0

5 3 道 路 輸 送 0 . 6 3 0 . 0 3 0 . 1 2 0 . 0 3 0 . 1 9 1 . 0 0

5 4 その 他 の 運 輸 0 . 5 0 0 . 0 3 0 . 1 4 0 . 0 4 0 . 2 9 1 . 0 0

5 5 通 信 0 . 5 4 0 . 0 1 0 . 0 3 0 . 0 1 0 . 4 1 1 . 0 0

5 6 金融 ･ 保 険 0 . 4 9 0 .0 1 0 . 0 2 0 . 0 1 0 . 4 7 1 . 0 0

.5 7 公 務 0 . 9 6 0 . 0 0 0 . 0 0 0 . 0 0 0 . 0 4 1 . 0 0

5 8 公共 サ ー ビ ス 0 . 7 5 0 . 0 2 0 . 0 4･ 0 . 0 3 0 . 1 6 1 . 0 0

5 9 そ の 他 の サ ー ビ ス 0 . 7 4 0 . 0 2 0 . 0 5 0 .0 4 0 .1 5 1 . 0 0

6 0 分 類 不 明 0 . 4 5 0 . 0 4 0 . 0 7 0 . 0 6 0 . 3 8 1 . 0 0

< 全産 業 平均> 0 . 5 1 0 . 0 5 0 . 1 0 0 . 0 8
●

0 . 2 6 1 . 0 0
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一 橋論叢 第 七 十 六 巻 第二 号 ( 4 6 )

流
通
マ

ー

ジ

ン

を

含
ま

な
い

価
格
で

あ

る

点
に

留
意
さ

れ

た

い
｡

こ

う
し

た

部
門

別

相

対

価
格
構
造
の

変
動
が

生

ず
る

要
因

は
､

∽
各
部
門
の

製
品
の

直

接
コ

ス

ト

の

構

造

差

(

投
入

構
造
の

差
)

､

お

よ

び
､

何
部
門

間
の

直
接
間

接
の

価

格
波
及

効
果
か

ら

く
る

コ

ス

ト

差
､

に

あ

る
｡

そ

こ

で
､

各

生

産
物
の

中
間

投
入

原
料
コ

ス

ト

を
さ

ら
に

分

解
し

て
､

次
々

に

生

産
の

先

行

段

階
に

遡
り

､

こ

れ

ら

を

す
べ

て

要
素
コ

ス

ト

に

究

極

的
に

還

元
さ

せ

て

み

ょ

う
｡

つ

ま

り
､

生

産
物
の

価
格
形
成
の

究

極

的

な

要
因
と

し

て
､

公

害

防
除
コ

ス

ト
､

原
油
コ

ス

ト
､

輸
入

中

間

財
コ

ス

ト
､

労
働
コ

ス

ト
､

お

よ

び

そ

の

他

付

加

価

値
構

成
コ

ス

ト

を

と

り

あ

げ
､

価
椿

構
成

要
因
を

､

す
べ

て

こ

れ

ら
五

つ

の

要
素
コ

ス

ト

の

構
成

比
に

遡
っ

て

分

解

表

示

す
る

の

で

あ

る
｡

第
2

表
は

､

こ

の

分

析
の

結

果
で

あ

る
｡

全
体
を

通

観
す

る

と
､

事
柄
の

性
質
上

当

然
の

こ

と

な

が

ら
､

若
干

部

門
を

除
き

､

労
働
コ

ス

ト

が

お

し

な
､

ぺ

て

大
き

な

要
因
と

な
っ

て

い

る

の

が

わ

か

る
｡

全

産

業
平

均
で

､

労
働
コ

ス

ト

は

直

接

間
接
に

生

産
価

格
形
成
の

約
5

割

を

占

め
､

次
い

で

そ

の

他

粗

付

加
価

値
コ

ス

ト

(

資
本

減
耗
引

当
＋

営

業
余
剰
＋

間

接
税
-

補

助

金
)

の

比

重
が

約
2

割
5

分
と

高
い

(

な

お

産

業
連
関

表
の

構

成

上
､

営
業
余
剰
が

一

部

業
種
で

労
働
コ

ス

ト

と

み

な

す
べ

き

部

分
を

含
ん

で

い

る

部
門
に

つ

い

て

は
､

こ

れ

を

労
働
コ

ス

ト

側
に

脱

推
計

･

移

行
さ

せ

て

あ
る
)

｡

原

油
コ

ス

ト

ほ

全

産

業

平

均

で

究

極

的
に

約
1

剖
を

占

め
､

そ

れ

は

輸
入

中

間

財
コ

ス

ト

の

占

め

る

比

率
8

%
､

公

害

防

除
コ

ス

ト

の

占
め

る

比

率
5

%

を

上

ま

わ

る
｡

も

ち

ろ
ん

そ

の

姿
は

､

業
種
の

特

性
に

応
じ

て

か

な

り

異
る

｡

労
働
コ

ス

ト

は
､

全

産
業
平

均
で

直

接
間

接
､

究
極
的
に

5

割

を

占

め

る

が
､

部
門

別
に

み

て

労
働
コ

ス

ト

が

6

割

前

後
ま

た

は

そ

れ

以

上

を

占
め

て

い

る

の

は
､

製
造

業
で

は
､

食
届

関
係

､

繊

維
紡

績
関

係
､

雑
貨
関

係
､

お

よ

び

機

械
工

業
関
係
で

あ
る

｡

ほ

ぼ

こ

れ

ら

部
門

は
､

労
働
集
約
型

の

産
業
で

あ
る

｡

製
造

業
以

外

で

こ

の

グ

ル

ー

プ

に

属
す
る

の

は
､

農

産

物
､

石

炭
､

土

木
､

お

よ

び

サ

ー

ビ

ス

業
の

若
干

部
門
で

､

上

記

製
造

業
関
係
よ

り

も

労

働
コ

ス

ト

が

高
比

重

を

占

め
る

も

の

が

多
い

｡

生

産

価

格
の

う
ち

､

原

油
コ

ス

ト

の

直

接
間

接
の

比

重
が

全

産

業
の

平

均

値
1

剖
を

こ

え

て

い

る

の

は
､

石

油

製
品
を

別

と

す

れ

ば
､

ガ

ス

を

筆
頭
に

､

電
力

､

基
礎
化

学
､

化

学
繊
維

､

窯
業
土

石
､

鉄

鋼
一

次
､

低
パ

ル

プ

な

ど
､

基
礎
産

業
部

門
に

多
く

､

3

割
か

ら
1

割

強
の

要
因
と

し

て

働
い

て

い

る

の

が

注
目
さ

れ

る
｡

鉱

業
の

中

で

は
､

そ

の

他

鉱
業

､

鉄
鉱
石

が
､

物
流
関

係
で

は
､

道
路
輸

送
､

そ

の

他

輸
送
の

相

対

的
な

高

比

重
が

目

立
つ

｡



石

油
を

除
い

た

輸
入

中

間
財
コ

ス

ト

の

究

極
的
な

比

重
の

産

業

別
の

蒋
差
は

､

直

接
間

接
の

輸
入

依

存
度
の

差
を

反

映

し

て
､

か

( 4 7 ) 産 業連関 の 価 格 = 物量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生 産 ･‾消費 ･ 貿易構造 の 展望

第 3 表 類 別 分 類 の 相 対価 格構 造 ( 19 8 5 年)

( b) 類 別 消費 支 出 の 相 対 価格

類 別 l 相 対 価 格

n

凸

0
ノ

2

5

7

0

0
ノ

0
ノ

∠

U

7

8

1

1

1

費

費

費

貸

財

費

家

食

服

熱

久

代

飲

被

光

地

耐

建

* 消費支出相対価格 = 諾賢雷孟芳諾云
(1 9 7 0 年 = 1 0 0)

( a) 類 別 輸 出 の 内外 相 対 価 格

類 別 1 相 対 価 格

2

5

5

0

′

n

)
0

4

7

0

2

0
ノ

3

1

1

1

1

1

食 料 品

繊維 及 び 同製 品

化 学 製 品

金 属 及 び 同製品

機 械 機 器

そ の イ也

* 内外相対価格 = 諾漂藍芳諾云
(1 9 7 0 年 = 1 0 0 )

な

り

の

バ

ラ

ツ

キ

が

あ

る
｡

輸
入

原

料
コ

ス

ト

の

比

重

が

と

り

わ

け

高
い

の

は
､

非
鉄
金

属

一

次
､

鉄
鋼

一

次
､

石

炭
製
品

､

製
材

木
製
品

､

天

然
繊

維
紡

績
で

､

こ

れ

ら
は

そ

の

直

接
の

輸
入

依
存
度
の

高

さ

を

そ

の

ま

ま

反

映

し
て

い

る
｡

公

害
防
除
コ

ス

ト

が

生

産
価

格
に

占
め

る

究
極

的

な

直

接
間

接
の

比

重

は
､

産

業
全

体
の

平

均
で

約
5

%
で

あ
っ

て
､

原

油
を

除

く

輸
入

中

間

財
コ

ス

ト

の

占
め

る

比

重

よ

り

は

や

や

低
い

｡

た

だ

し
､

業
種

別
に

は
､

鉄

鋼

一

次
､

圧

延
､

電
力

､

紙
パ

ル

プ
､

窯
業
土

石
､

非
鉄
金

属
一

次
､

化

学
繊
維
な
ど

､

公

害
の

潜
在

的

排
出

度
の

高
い

産
業
で

は
､

2

割
か

ら
1

剖
が

た

の

価

格
形

成

要
因

と

な
っ

て

い

る

の

が

注

目

さ

れ

よ

う
｡

そ

の

他

組
付

加

価
値

要

素
の

占
め

る

比

重

は
､

産

業
全

体
の

平

均

で

約
2 5

%

だ

が
､

そ

の

産
業
間
の

差

は
､

業
種
特

性
を
反

映

し

て
､

か

な

り

大
き
い

｡

な
お

､

石

炭
､

精
穀
製
粉
で

は

補
助

金

が

大

き
い

た

め
､

そ

の

他
コ

ス

ト

部
分

は

構

成

比

中
マ

イ

ナ

ス

値

を

と

る
｡

こ

う

し
た

相

対

価

格
構
造
の

変

化
の

結
果
を

総
括
す

る

意
味
で

､

国

際
面
と

国

内

面
に

つ

い

て
､

二

つ

の

集
約
し

た

相

対

価

蒋
を

第

3

表
に

示
そ

う
｡

㈲
一

つ

は
､

国

産
輸

出
価

格
と

世

界
工

業
製
品

輸
出
価

格
と

の

内

外

相

対

価
格
で

あ
っ

て
､

今
後
の

対

外

的

な

価

棉
競
争
力

を

示

す
一

指
標
と
み

る

こ

と

が

で

き
る

｡

㈲
も

う
一

つ

は
､

国
内
の

消

費
支

出
面

の

相

対

価
格
構
造
で

あ
っ

て
､

エ

ネ

ル

ギ

ー

価
楷
上

昇
の

反

映

と
､

鹿

費
(

保

健

衛
生

･

医

療
･

交

通
･

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

･

娯

楽
な

ど
)

に

お

け

る

サ

ー

ビ

ス

価
格
の

影
響
の

反

映
が

み

え
る

｡

J∂∂
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四

産

業
ス

カ

イ

ラ

イ

ン

の

要
因

分

析

上

記
の

よ

う
な
相

対
価

格
構
造
の

変
動
は

､

国
内

最
終

需
要

､

輸
出

､

輸
入

､

お

よ

び

中

間
需

要
の

変
化

と

結
び

つ

い

て
､

産
業

構
造

､

消

費
構
造

､

貿
易
構

造
の

変
動
方

向

を

決
め

て

い

く
｡

そ

こ

か

ら

予

想
さ

れ

る
一

九

八

五

年
の

わ

が

国
経

済
の

姿
を

､

集
括

的

視
点
か

ら
お

さ

え
て

み

ょ

う
｡

こ

こ

で

ま

ず
採
用

す
る

の

は
､

生

産
･

輸
出
･

輸
入

の

交

錯
が

え

が

く

｢

産
業
構
造
の

ス

カ

イ

ラ

イ

ン

分

析
+

で

あ
る

｡

そ

の

発

想

は
､

次
の

考
え

方
に

し

た

が

う
｡

生

産
活

動
の

集
約
で

あ

る

部

門
別
の

生

産
額
g

(

ベ

ク

ト

ル
､

以

下
同
じ
)

は
､

①

消

費
C
･

投

資
∫

の

国

内

需
要
に

よ

っ

て

誘
発
さ

れ

る

生

産

額

き
十

h

に
､

②

外
需
た

る

輸
出
E

に

よ

っ

て

誘
発
さ

れ

る

生

産
額

k
〕
q

を

加
え

､

こ

れ

か

ら
､

③

輸
入

必

に

よ
っ

て

直
接
間

接
に

国
内

生

産
を

せ

ず

に

済
ま

し

え

た

部
分

的
桓

を

差
引
い

た

も
の

に

等
し

い
､

と

考

え

う

る
｡

つ

ま

り

的
=

き
＋

～

＋

内
向

-

的
毎

=
(

叫

-
』
)

.

二
q

＋
ト

＋
向

-

転
一

で

あ

る
｡

既
出
の

モ

デ
ル

で

は
､

輸
入

は

内

生

的
に

決

ま

る

も
の

と

し

て

扱
っ

て

き

た

が
､

こ

こ

で

は

分

析

目

的
に

し

た

が

い
､

こ

れ

を

外
生

的
に

与

え
る

形
で

扱

う
｡

す
な

わ

ち
､

い

ま

仮

想

と

し

て
､

∽
輸
出
も

輸
入

も

な

く
､

国

内

需
要
を

完
全

に

(

そ

れ

か

ら

誘
発
さ

れ

る

中

間

需

要
を

含
め

ガ
イ

⊥

て
)

自
給
自
足
し

た

場
合
の

生

産

額
を

｢

自
給
自

足
生

産
額
+

と

よ

べ

ば
､

上

記
の

①

が

こ

れ

に

対

応

し

て

い

る

(
L

㌔
＋

h

=
(

ト

1

ゝ
)

⊥
{

q

＋
b
)

｡

こ

の

自
給
自
足
生

産
額
を

基

準
に

と

り
､

こ

れ

を

各

部
門
ご

と

に
一

〇

〇

と
お

こ

う
｡

仲
現

実
に

は
､

こ

れ

を

超

え

た

輸
出
の

た

め

の

生

産

活

動
が

な
さ

れ

る

が
､

輸
出

を

完

全
に

国

内

生

産
し

た

と

き

誘
発
さ

れ

る

生

産
額
は

､

上

記
の

②
が

対

応

し

(

中
仙
q

=
(

h

l
ゝ
)

l
-

向
)

､

こ

れ

を
一

〇

〇
に

対

す
る

比

率
で

示

そ

う
｡

ま

た
､

㈹
現

実
に

み

ら
れ

る

輸
入

品
相

当
分

を
､

す
べ

て

国

内
で

生

産
し

た

な

ら

ば

ど
れ

だ

け
の

生

産
額
が

必

要
と

さ

れ

る

か

は

⑨
で

示
さ

れ

(

的
軒
=
(

-

-
ゝ
)

】
-

L

5
､

こ

れ

も

比

率

化

す

れ
.

ば
､

そ

れ

は

輸
入

に

よ

り

生

産
節
約
が

な
さ

れ

た

度
合
い

を

示

す
｡

し

た

が

っ

て
､

∽
の

国
内

最
終

需
要
に

ま

る

生

産

誘

発
(

=
一

〇
〇
)

に
､

00
の

輸
出
に

よ

る

生

産
誘
発
度
を

加
え

る

と
､

こ

の

∽
＋

㈹
の

比

率
は

､

国
内

需

要

を

み

た

す

以

上
に

生

産
が

ど

れ

ほ

ど

な
さ

れ

て

い

る

か

の

度
合
い

を

語
る

｡

ま

た
､

こ

れ

か

ら
､

さ

ら
に

㈹
の

輸
入

に

よ

る

生

産
節

約
度
(

輸
入

相
当

分
を

国

産
し

た

と

き

の

生

産

誘

発
度
)

を

差
引

け
ば

､

そ

の

結

果

の

肖
=

{

∽
＋

00
}

Ⅰ

州
‥

は
､

｢

現

実
の

生

産
レ

ベ

ル
+

を
あ

ら
わ

す
こ

と
に

な
る

｡

そ

の

値
は

､

い

わ

ば

自
給
率
と

も

み

う

る

も
の

で
､

こ

の

日
の

値
一
I

}
〝
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が
一

〇

〇
以

下

の

値
を

示

す

部

門
は

輸
入

依
存
型

の

産
業
で

あ

り
､

一

〇

〇
以

上

の

値

を

示

す

部
門
は

輸
出
指
向
型

の

産

業
で

あ

る

と

い

う
こ

と

に

な

る
｡

こ

う
し

た

発
想
に

基
づ

く

分

析
結
果
は

､

第
4

表
に

集
約
さ

れ

る
｡

こ

こ

で

は

六

〇

部

門
の

分

類
を
二

二

部
門

分

類
に

統

合
し

て

示
し

て

あ

る
｡

い

ま

製
造

業
に

つ

い

て

肖
の

現

実
の

生

産
水

準
を

み

る

と
､

一

九

七

〇

年
時

点
で

は
､

製
造

業
部
門
は

､

食
料
品

､

非
鉄

一

次
､

石

油

石

炭
製
品
の

三

部
門

を

除
け

ば
､

他
の

十
二

部

門
の

す
べ

て

が
一

〇

〇

以
上

の

値
を

と

り
､

国

内

需
要
以
上

の

生

産
を

行
っ

て

い

た

こ

と
が

知
ら
れ

る
｡

言
い

換
え
る

と
､

輸
出
指

向

性
は

､

確

度
の

差
は

あ

れ
､

製
造

業
一

般
に

普
遍
的
と

な
っ

て

き

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

国

際
貿
易
論
の

言

葉
で

い

え

ば
､

製
造

業
に

つ

い

て
､

水

平

分

業
が

あ

ま

り

進
ん

で

い

な

か
っ

た

こ

と

を

意
味
す
る

｡

逆
に

､

一

〇

〇

を

大
き

く

割
っ

て

い

る

輸
入

依

存
型
の

部

門
は

､

農
林
水

産

業
と

鉱
業
の

両

部
門
で

あ

る
｡

一

九

八

五

年
に

は
､

こ

う
し

た

姿
に

か

な
り

の

変
化
が

進
む
こ

と
が

予

想
さ

れ

る
｡

ケ

ー

ス

I

A

に

よ

る

と
､

農
林
水

産
業
と

鉱

業
で

ほ
､

輸
入

依
存
の

高
率
化
が

さ

ら
に

進
む

｡

輸
入

拡
大
に

よ

る

生

産
節

約
ほ

､

製
造

業
部
門
に

お

い

て

も
､

食
料
品

以

外
に

､

絃
維
紡
績
な

ど

の

軽
工

業
分

野
で

か

な
り

の

超
度
に

､

ま

た

紙
パ

ル

プ

で

も

あ
る

橿
度
進

展
す

る
｡

他

方
､

一

般

機

械
･

電

気

機

械
･

輸
送

機
械

･

精
密

機
械
な

ど
の

機

械
産
業

､

お

よ

び

化

学
で

は
､

輸
入

も

増
加

す
る

け

れ

ど

も
､

同

時
花

輪

出
が

そ

れ

を

上

ま

わ
っ

て

増
大

し
､

一

〇

〇

以

上
の

レ

ベ

ル

を

示
す

と

予

想
さ

れ

る
｡

以
上
の

こ

と

が

意
味

す
る

こ

と

は
､

水

平

分

業
化
の

方

向
の

進
展

､

と

い

う
こ

と
に

ほ

か

な

ら

な
い

｡

こ

の

結
果
を

､

産
業
全

体
の

平

均

的
集

約
で

表
現

す
る

と
､

数

値
的
に

は

次
の

よ

う
に

な
る

｡

つ

ま

り
一

九

七

〇

年
で

は
､

輸
出

に

よ

る

生

産
誘
発

度
は

プ

ラ

ス

1 4
､

輸
入
に

よ

る

生

産
節

約
度
ほ

マ

イ

ナ

ス

1 1

で

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

対

し
て

一

九

八
五

年
に

は
､

輸

出
に

よ

る

生

産

誘
発
度
は

プ

ラ

ス

2 0

に

大

き

く

上

昇
し

､

輸
入

に

ょ

る

生

産
節

約
度
は

マ

イ

ナ

ス

18

の

高
比

率
に

達
す
る

｡

こ

れ

が

水

平

分

業
化

進

展
の

､

数
値
的

な

集
約
で

あ
る

｡

貿
易

構
造
の

高
度
化

を

見

込

ん

だ

ケ

ー

ス

I

A

の

推
定

結
果

を
､

貿
易
構
造
が

そ

の

ま

ま
の

趨
勢

を

続
け
る

と
み

た

ケ

ー

ス

I

B

と

比

較
す
る

の

は

興

味
が

あ

る
｡

と

く
に

目

立
つ

の

は
､

ケ

ー

ス

I

B

の

場
合
に

は
､

鉄
鋼

一

次

な

ど

金

属

製
晶
の

輸
出
が

こ

れ

ま
で

の

基
調
を

保
っ

て

ず
っ

と

高
い

テ
ン

ポ

で

伸
び

､

そ

の

た

め

同

部

門
の

生

産
も

増
大

す
る

結
果
と

な
る

こ

と

で

あ

る
｡

反

面
､

機
械

■

▲7

類
の

輸

出
が

ケ

ー

ス

I

A

よ

り

縮
減
し

､

そ

の

生

産
水

準
を

低
め

〃



一 貿易構造 と産業構造 と の 関 連-

一 橋静養 第七 十 六 巻 第 二 号 ( 5 0 )

19 85 年

C α5 g I β G 75 g Ilt

打)
国内最 終
需要 によ
る生産誘

発
= 100

( ロ)
輸出に よ
る 生産誘

先度

ケう
輸入 に よ
る生産 節
約度

H
現実 の 生
産水準

什)
国 内最 終
需要 によ
る生産誘
党 ニ 100

( ロ)
輸出に よ
る 生産誘
発度

ぐう
輸 入 によ
る生産節
約度

(⇒

現実 の 生

産 水準

` 10 0 6 【5 4 5 2 10 0 8 - 5 5 53

10 0 27 - 9 7 3 0 10 0 23 - 9 5 28

10 0 4 - 12 9 2 10 0 4 - 12 92

10 0 15 - 3 4 8 1 10 0 17 - 3 5 82

‾10 0 2 1 - 23 9 8 10 0 23 - 2 4 99

10 0 48 - 4 2 10 6 10 0 52 【4 9 103

10 0 54 - 16 138 10 0 37 - 15 122

10 0 57 - 5 5 10 2 10 0 53 - 5 4 99

10 0 15 - 7 108 10 0 10 - 7 103

1 00 4 5 - 1-1 13 4 10 0 47 - 12 13 5

1 00 5 8 - 24 13 4 1 0 0 6 1 - 24 137

1 00 5 3 - 9 14 4 10 0 56 - 9 147

1 00 3 2 - 3 2 10 0 1 00 3 5 - 31 104

1 00 13 - 1 1 10 2 1 00 14 - 12 10 2

1 00 2 5 - 28 9 7 1 00 2 2 - 28 94

10 0 1 1 - 6 10 5 1 00 12 - 6 10 6

10 0 1 - 1 10 0 1 00 1 - 1 10 0

1 00 1 7 - 1 7 10 0 1 0 0 16 - 17 9 9

1 00 1 4 - 9 10 5 1 00 14 - 9 10 5

1 00 6 - 6 10 0 1 00 6 - 6 10 0

1 00 3 8 - 2 7 1 11 1 00 3 7 - 27 1 10

1 00 2 3 - 3 3 9 0 1 0 0 2 2 - 3 3 8 9

1 00 2 0 - 1 7 10 3 100 2 0 - 18 10 2

生 産節約額 を, それ ぞれ指 数化 し た もの
｡ 輸 入に よる 生産節約額 とは , 輸入相 当分 を国内生産

5
,

6 . (卦 … 7
.

8
,

9
,

1 0
,

1 1 . ③･
-

1 2
,

1 3
,

1 4
,

1 5
,

1 6 . (む
‥ ･

1 8
,

1 9
,

2 0
. ⑤

･ ･ ･

2 4. ⑥
…

2 5
,

2 6
,

2 7
,

4 2 . ⑮
…

3 0
,

3 1. ⑯
…

3 2 . ⑫
･ -

4 3
, 礼 4 5

,
4 6 . ⑱

…

4 7
,

4 8
.

4 9 . ⑲
･ =

5 0 . ⑳ …

一

I
■

J∂∂



( 5 1 ) 産 業連関 の 価格 =

物 量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生産
･

消 費 ･ 貿易構 造 の 展望

第 4 表 産 業 活 動 の ス カ イ ラ イ ン 分析

19 70 年
( おs g I A

(イ) ( ロ) ケう
(⇒

現実の

生産水
準

(イ) ( ロ) (う
仁)

現実 の

生産水
準

国内最終 輸出に 輸入 に 国内最終 輸 出に 輸入に

需要に よ よ る生 よ る生 需要 に よ よ る生 よる 生
る 生産誘 産誘 発 産 節約 る 生産誘 産誘発 産 節約
発 = 10 0 度 度 発 = 10 0 度 度

(訂農林水産菓 10 0 6 - 3 0 76 1 00 7 - 5 5 5 2

②鉱 業 100 2 1 - 9 1 3 0 1 00 2 3 - 94 2 9

③食 料 品 100 4 - 1 0 9 4 10 0 4 - 12 9 2

④ 繊 維 1 00 26 - 8 1 18 1 00 16 - 3 5 8 1

⑤統
一 パ ル プ 100 17 - 1 5 10 2 10 0 2 3 - 24 9 9

⑥ 化 , 学 100 26 - 2 0 10 6 10 0 4 8 - 4 6 10 2

⑦鉄 鋼
一

次
ゝ

100 4 1 - 1 2 1 29 10 0 3 9 - 1 5 12 4

⑧ 非 鉄
一

次 100 3 1 - 4 1 9 0 1 0 0 5 4 - 5 5 9 9

⑨金 属 製 品 100 13 - 5 10 8 10 0 11 - 7 10 4

⑬
一 般 機 械 1 00 17 - 9 10 8 10 0 4 8 - 1 1 13 7

⑯電 気 機 械 1 00 23 - 8 1 15 10 0 6 2 - 24 13 8

⑫輸 送 機 械 1 00 29 - 6 1 23 10 0 5 7 - 9 14 8

⑬ 精 密 機 械 1 00 3 6 - 1 8 11 8 10 0 3 4 - 32 10 2

⑭ その 他製造業 1 0 0 1 2 - 7 10 5 10 0 14 - 12 10 Z

⑮石油 ･ 石炭製 品 10 0 20 - 2 3 9 7 10 0 2 2 - 28 9 4

⑲窯業 ･ 土 石 10 0 1 1 - 5 10 6 10 0 11 - 6 10 5

⑰建 設 業 10 0 1 - 1 10 0 10 0 1 - 1 10 0

⑬ 電気 ･ ガ ス ･ 水 道 10 0 1 3 - 1 3 10 0 10 0 16 - 1 7 9 9

⑲商 業 10 0 9 - 5 10 4 1 00 14 M 9 10 5

⑳サ
ー

ビ ス業 10 0 4 - 4 1 00 1 00 6 - 6 10 0

㊤運輸 ･ 通信 10 0 3 0 - 14 1 16 1 00 3 7 - 2 7 1 10

⑳分･ 類 不 用 10 0 2 0 - 18 1 02 1 00 22 - 3 3 由

< 全産業平均> 10 0 14 - 11 103 1 00 20 - 1 8 10 2

･ 生産誘 発度とは
. 国内黄終 需要 によ る生 産誘 発額を1 0 0 と し

､
輸 出 に よ る生 産誘 発額 , 輸入 に よ る

した ときの 生産誘発薪 を い う
｡

‥ 本義 め22 部門分類は
,

前表の 6 0 部門分類 を次 の ように 統合 したもの であ る｡ ① ･ ･ ･ 1
,

2
,

3
,

4
,

2 8 , 2 9 . ⑦J ‥ 33 . 3 4 . ⑧ … 35 . ⑨ … 3 6 . ⑳
･

･
･

37 . ㊤
･ ･ ･

3 8 . ⑬
…

3 9
,

4 0 . ⑬
…

4 1
. ⑭

…

1 7
,

2 1
,

2 2
,

2 3
,

5 1
,

5 6
,

5 7
,

5 8
.

5 9 . ㊧ … 5 2
,

5 3
,

弘
,

5 5 . ⑳･ ‥ 6 0 .

ヱ∂9



一 橋論叢▼第 七 十 六 巻 第 二 号 ( 5 2 )

る

姿
を

と

る

は

ず
な
こ

と

が

わ

か

る
｡

貿
易

構
造
の

高

度
化

(

ケ

ー

ス

I

A
)

は
､

こ

う
し

た

構
造

的

方

向

を
､

修
正

さ

せ

る

よ

う

に

働

く
の

で

あ
る

｡

さ

ら
に

､

相

対

価
棉
お

よ

び

技
術
構

造

を

不

変
の

ま

ま

と

み

た

ケ

ー

ス

Ⅲ

と

比
べ

.
る

と

き
､

価
格
効
果
の

作

動
の

程
度
を

と
り

出

す
こ

と
が

で

き

る
｡

ケ

ー

ス

Ⅲ

に

よ

る

と
､

ケ

ー

ス

I

A

に

対

し

て
､

と

り

わ

け

化
学
の

輸
出
と

輸
入
と

が
■滴

っ

と

伸
び

た

は

ず
で

あ

り
､

ま

た

鉄

鋼
の

輸
出
は

縮
少

､

機
械
語

部
門
(

精
密
機
械
を

除

く
)

の

輸
出
も
レ

ベ

ル

が

落
ち
る

は

ず
.
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

相
対

価
格
の

変
化
の

効
果
は

､

こ

う
し

た

方

向
の

実
現
を

阻

止

す

る

よ

う
に

働
く
の

で

あ

る
｡

上

記
と

は

異
な
る

観
点

か

ら
の

他
の

一

分

析
を

追

加

し
て

､

以

上

で

は

明

ら
か

に

さ

れ

て

い

な
い

国
内

最
終

需
要
の

構
成

変
化
の

効
果
を

も

取

入

れ

て

吟
味
し

ょ

う
｡

そ

の

方

法

は
､

｢

生

産

額

変

化
の

要
因

分
解

分

析
+

で

あ

る
｡

問
題
を

以

下

の

よ

う
に

設

定

す
る

｡

い

ま

産
業
構
造
が

一

九
七

〇

年
の

ま
ま

で

経
済

規
模
だ

け
が

拡
大

す
る

と

し

た

ケ

ー

ス

Ⅱ
の

生

産

額
を

基
準
に

と

り
､

そ

の

部

門

別

生

産
額
に

対
し

て
､

貿

易

構
造

高
度
化

型
の

ケ

ー

ス

I

A

が

ど
れ

だ

け

変
化

す
る

か

の

増
減

率
を

､

ま

ず
計

測
す
る

｡

次
■い

で

こ

の

増
減
分
が

､

い

か

な

る

安

因
の

変
化
に

も

と

づ

い

て

い

る

か
､

こ

れ

を
､

川

個
人

消

費
･

政

紬
一

.

⊥

府
消

費
I･

住
宅

投
資

･

民

間
設

備
投

資
･

政

府

投
資

･

在
庫
純

増

の
､

国

内

最
終
需
要
中
の

比

重
の

変
化

､

お

よ

び

各
内

部
の

品

目

構
成
の

変
化

､

㈲

輸
出

･

輸
入

の

比

重
の

変
化

､

お

よ

び

そ

れ

ぞ

れ

の

品

目

構
成
の

変
化

､

㈲
な

ら
び

に

投
入

の

技
術

構
造
の

変
化

､

に

帰

着
さ

せ

て

要
因

分

解

す
る

｡

分

析
の

結
果
を

､

六

〇

部

門
分

類
を

産

業
の

特

性
別
に

統
合
し

た

分

類
ベ

ー

ス

(

表
の

脚
注
*

*

*

を

み

ょ
)

に

よ
っ

て

示

し
た

の

が
､

第
5

表
で

あ

る
｡

ま

ず
基
幹
資
源
型

産

業
の

相

対

的

な
生

産
桁
少

の

主

要
因
ほ

､

生

産
誘
発
カ
の

高
い

民

間

設

備

投
資
の

伸
び

の

鈍

化
､

輸
出
品

目

構
成

中
の

基

幹
資
源
型
の

製
品

輸

出
の

伸
び

率
低
下

､

輸
入

中
の

半
製
品
の

輸
入

増

大
の

結
果
で

あ

り
､

技
術

構

造
の

変
化
も

ま

た
､

こ

の

傾
向

を

強
め

る

よ

う
に

働
く

｡

基

幹

資
源

型

産
業
の

う

ち
､

圧

延

鋼
材

･

鋳
鍛
鋼
部

門

を
独

立
に

と

り

出
し
て

み

る

と
､

こ

れ

ら

の

傾
向

は
､

と

く
に

設

備
投

資
､

輸
出

､

技
術

変
化
に

つ

き
､

よ

り

強
い

形

で

あ

ら

わ

る

こ

と
が

わ

か

る
｡

食
品

･

織
推

･

雄
貸
な

ど
､

単
純
労
働
集
約
型

産
業
の

生

産
の

相

対

的
桁
少
の

主

要
因
は

､

個
人

消
費
支

出
の

品
目

構
成

変
化
に

ょ

る

締
少
の

ほ

か
､

輸

出
品

目

構
成

変
化
に

よ

る

輸
出
の

減
退

と
､

輸
入
の

増
大
と

に

ょ

っ

て

い

る

こ

と

が

知
ら
れ

る
｡

た

だ

し
､

食

▼J



( 5 3 ) 産業連関 の 価 格 = 物 量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生 産 ･ 消 費 ･ 貿易 構造 の 展望

第 5 表 生 産額変化 の 要因分 解 (最 終需要項 目 ･ 技術変化 別 の 寄 与 率) %

輸
月

出事叫宴会腎1残羞l 計
∫
p投資 ∫pムC

ダ

一9

(- 3)

- 1 9

(- 9)

- 1

- 1

- 4

- 9

ー6

(2

- 2

(1

2

(- 7 )

- 3

(- 1 2 )

ー3

- 2

- 9

- 1 0

4

2

っ
J

2

基幹資歯型産業

圧延鋼材 ･ 鋳
鍛鋼

_ 1 2

(- 1 4)

一7

(一1 0)

0ー6

(- 1 )

- 9

(- 3 )

ー1

(- 4 )

- 2

(- 6 )

- 1

一

一

- 35

【U
/

4

一
一

単純労働型産業

単純労働型
( 除 , 食料)

一
- 1

l一

一

- 8

(- 2 )

- 5

- 2 8

(- 1 1 )

2 1

(9 )

2 1

(9 )

2 4

(9 )
ー3

一

一

3

5

｢

J

一1

一1

■

一

一

4

(3 )

J

(2 )

5

(1 )

技術集約型産業

機 械

化 学

‾

次 エ ネ ル ギ‾ト喜) 卜l
l

卜
6

ト至) 卜
3

ト三) 卜
5

卜
5

l ‾1

l て至)

* 計数 は C a Se l I を ベース と した こ れ に 対 し て の C a S e I A の 生産猫変化 の 此率 . た だ し末尾 の 行 ｢一次 エ

ネ ル ギー+ の み は 需要変化 額 に 対す る上ヒ率 .

* * 最終雷雲 の 主要項目お よび 輸入 の 変化軒こ つ い て ほ
,

こ れ を さ ら Fこ
,
( イ) G N P i こ占め る比重 の 変化甘こ よ る

部分 と , ( ロ ) 内部 の 品目構成此 変化 に よ る部 分 と に
,

分解 で きる . 後者 の 部 分カミ ( ) 内 に 示 さ れて い る

* * * 本表 の 部門分顆i王,
6 0 部門分類製造業を

,
次の よう l こ統合 し た もの . 単純労働型 ‥ ･1 2 ” 2 3

,
2 5 〝 2 7

,
4 2 .

基幹資源型 … 2 4
,

2 8 中 の 中間化学 ,
3 0 ～ 3 5 . 技術集約型･ ‥ 2 9 中 の 最終化学 ,

3 6 ” 4 1 . 化学 - 2 8
,

2 9 .

品
工

業
を

除
い

た

労

働
集
約
型

産
業
に

限
っ

て

み

る

と
､

個
人

消

費
支

出
は

逆
に

生

産

拡
大
の

方

向
に

作
用

し
､

こ

れ

を

打
ち

消

す

方

向
で

､

輸
出
の

品

目

構
成

変
化
と

輸
入

の

増
大

が
､

生

産
の

相

対

的

減
退
の

要
因
と

し
て

働
く

､

と
い

う
対

照
が

あ

ざ

や

か

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
に

対

し
､

技
術

集

約
型

産
業
は

､

相
対

的
に

生

産
拡

大

が

期

待
さ

れ

る
｡

機

械
お

よ

び

最
終

化

学

製
品

等
の

技
術

集
約
型

産
業
の

生

産
拡

大
の

主

要
因

ほ
､

民

間

設
備

投
資
比

率
低

下
に

伴

ぅ

大
き

な
マ

イ

ナ

ス

要
因

を

打
ち

消

す
に

足
る

ほ

ど
の

､

輸
出
成

長
と

輸
出
品

目

構
成

変
化

と
に

あ

る

こ

と

が

知
ら

れ

る
｡

こ

の

点

は
､

機
械
部
門

だ

け

を

単
独
に

と

り

だ

し

て

み

る

と

き

も
､

同

じ

姿
で

成

立
し

て

い

る
｡

こ

れ

に

対

し
て

､

化

学
(

基

礎
お

よ

び

中

間
化

学
､

油
脂
お

よ

び

最
終

化

学
)

の

生

産
の

相

対

的
拡

大
の

要

因
は

､

輸

出
成

長
と

そ

の

品

目

構
成

変
化
に

よ

る

点

で

は

共

通

し

て

い

る

が
､

し

か

し
､

民

間

設

備

投
資
比

率
の

低

下

に

伴
う
マ

イ

ナ

ス

分
は

比

較

的
に

ず
っ

と

低
い

の

が

注
目

さ

れ

る
｡

そ

し
て

む

し

ろ
､

輸
入

増
大
に

よ

る

は

る

か

に

大

き

な
マ

イ

ナ

ス

分

を
､

輸

出
増
大
が

打
ち

消
す

役
割

を

は

た

し

て

い

る
､

と

い

う

対

照
が

明

確
で

あ

る
｡

ヱβJ
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第 6 表 産業構造 変化 の 概括指標

( a) 産 業 構 造 の 変化 (生 産額 ベ ース) %

1 9 8 5 年

c a s e I AI c a s e I BI c a s e I II

1 9 7 0 年1 9 6 5 年19 60 年

)

)

7

1

4

1

2

0

∠
U

4

1

3

(
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)

)

7

7
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っ

J

′
-

U

O

2

0

〔

六
)

1

4

2

)

)

7

5

5

4

8

0

ウ
】

0

8

1

+
丁

2

)

)

4

9

2

1

5

2

4

0

0

0

2

2

′

h
U

5

1

3

(

(

)

)

5

8

3

8

′

h
)

l

)

)

5

0
ノ

′
+

U

5

7

8

1

5

4

(

3

(

業

業

創

部

業

明

産

産

道

設

産

不

次

次

次

･類

1

2

製

建

3

(

(

第

第

弟

分

00010001計 1 1 0 0 .0 】 1 0 0 .O 1 1 0 0 .0 】 1 0 0 .0

8

+
T

り
山

′

h

っ

J

′

h
)

ユ

q
〕

2

5

っ

J

′

h

U

3 1 .5

6 4 .9

3 1
.
4

6 2 .
5

2 4
,
3

5 3
.
6

1 9 .
8

4 6 .5

全産業 に 占め る重化学工 業化率

製造業 に 占め る重化学工 業化率

( b) 製造 業 の 内 部構 造 の 変化 ( 生産 額 ベ ース) ヲる

1 9 8 5 年

c a s e I AI c a s e 柑I c a s e I II

1 9 70 年1 9 6 5 年1 9 6 0 年

4

7

q
/

7

0

1

2

3

4

4

2

4

7
′

2

0

2

っ
J

4

0
ノ

O

1

7

0

2

2

っ

J

4

5

′
L

U

O
ノ

O

1

7

っ

J

3

っ

J

4

0
ノ

ウ

ノ

O

R
U

O

4

2

3

7

5

7

′
L

U

∠

U

′

n

〉

4

2

2

業

業

業

産

産

産

塑

型

型

働

源

約

労

資

集

純

幹

術

単

基

技

1 0 0 .01 0 0 .01 0 0 .01 0 0 .0計 l lO O .0 - 1 0 0 .0

* c a S e I I の 産業構造現状経持型 の 構成比i王
,

1 9 7 0 年 の そ れ と変 わ ら な い の で表示省 略 .

* * 表示ほ 生産額 ベース で あ っ
て

, 付加価値 ベース で な い こ と- こ注意 . ( 付加価値 ベ ー ス で は
, ( a) で ほ 第2

次の 此 率カ'; ず っ
と低 く , 第 3 次の 比 率カミ高く出る . ( b ) では 技術集約型 の 比率カ､ ゝ 高く出 る .)

五

生

産
･

消

費
･

エ

ネ

ル

ギ

ー

構
造

わ

が

国
の

産
業

･

貿
易

構
造
に

は
､

こ

う
し

て

従

来
と

は

異
な

る

型
の

変
化

が

漸
進
す
る

｡

そ

の

繹
果
の

展
望

的

要

約
は

､

第
6

表
､

第
7

真
に

示

さ

れ

る
｡

こ

う
し

た

変
化
の

な

か

で
､

従

来
の

急

速

な
重

化

学
工

業
化
の

流
れ

ほ
､

強

く

抑
制
さ

れ

る

よ

う
に

な

る
｡

し
か

し

こ

の

こ

と

は
､

重

化

学
工

業
の

此

重
が

低
下

す
る

こ

と

を

意
味
し
て

い

な
い

点

に
､

ま

ず
注
目

す
､

べ

き
で

あ

る
｡

第
6

表
叫
が

示

す
よ

う
に

､

生

産
額
ベ

ー

ス

で

み

て

全

産
業
に

占
め

る

重
工

業
化

学

工

業
の

比

率
は

､

ケ

ー

ス

I

A

で

は
一

九

七

〇

年
の

レ

ベ

ル

を

維
持
す
る

｡

し

か

し
こ

の

結
果
は

､

こ

れ

を

ケ

ー

ス

I

B

の

貿
易

構
造

趨
勢
型

､

′
ケ

ー

ス

Ⅲ
の

相
対

価
格
不

変
型
の

比

率

と

比
べ

れ

ば

わ

か

る

よ

う
に

､

そ

れ

は

貿

易

転

換
劾

J 氏e



( 5 5 ) 産業連関 の 価格 = 物量 ワ ン ク モ デノレ に よ る 生 産 ･ 消 費 ･ 貿 易構造 の 展望

果
､

価
格
効
果
に

ょ

る
､

重

化

学
工

業
化
へ

の

抑
制
作
用
の

結
果

で

あ

る

こ

と

が

明

ら
か

と

な

る
｡

同

様
な

点

は
､

同

表
の

製
造

業

に

占
め
る

重

化

学
工

業
の

比

重

に

つ

い

て

も

確
認
さ

れ

よ

う
｡

第
二

次

産
業
内

部
で

は
､

製

造

業
の

全

産
業
に

占
め
る

ウ
エ

ー

ト

は

や

や

低
下

な
い

し

横
ば
い

ぎ

み

な
の

に

対

し
て

､

建
設

業
の

比

重

は

高
ま

る

傾
向
を

続
け
る

と
い

う
対

照
が

み

え

る
｡

後
者
の

第 7 表 貿 易 構造 変化 の 概 括指標

( a) 輸 出構造 の 変化 %

1 9 8 5 年

c a s e II Ic a s e I AI c a s e I B

1 9 7 0 年1 9 6 5 年1 9 6 0 年( 製造業 特性 別)

l

′
L

U

3

0

3

′

0

6 .8

2 2
.
6

7 0 .6
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･
Ol lO O ･0 い0 0 ･0

′
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0
ノ

′
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一
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7
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7

ハ
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5 0 .8

1 7 .3

3 1 .9

単 純 労 働 型

基 幹 資 源 型

技 術 集 約 型

0n
UO100011 0 0 ･Oi計
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7
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0
ノ
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0

′
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U
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ハ

U

3

⊂
J
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｢

/

l

l

′
L

U

0
ノ

4

2

/

h
U

q
/

1

0

0

3

′
h

U

4

∠

U

O

O

l

′

h
U

4

5

4

7

っ
J

8

3

2

/

b

〉
9

1

′

n

)

l

1

4

1

8

′
L

U

′

L

U

O
ノ

5

7

4

7

4

0

1

0

⊂
J

1

0

′

n
)

3

5

0
ノ

0

っ
J

3

8

5

( 頬 別)

食 料 品

鞍維及 び 同 製品

化 学 製 品

金 属及 び同 製品

機 械 機 器

そ の 他

%( b) 輸 入 構 造 の 変化

1 9 8 5 年

ⅠⅠⅠl c a s ec a s e I A I c a s e I B

1 9 7 0 年1 9 6 5 年1 9 6 0 年( 類 別)

0

4

1

8

0

′

0

4

′

D

7

2

1

0
ノ

8

4

0

′

D

1 5 .0

1 .9

9 .8

1 8 .8

1 4 .9

1 0 .2

1 4 .5

1 4 .9

1 5 .1

1
.9

8 .8

1 9 .0

1 4 .2

1 1 .8

1 4 .6

1 4 .5

′

h
U

1

3

0

7

3

2

0
ノ

3

5

4

`

U

O

5

2

2

0

4

0

1

3

2

5

4

0
ノ

0

3

0
ノ

ア

4

8

8

1

5

2

7

3

2

2

8

3

4

5

7

3

5

1

0
ノ

食 料 品

織 維 原 料

金 属 原 料

そ の 他 原 料

鉱 物 性 燃 料

化 学 製 品

機 械 機 器

そ の 他

* 表( a) の ｢ 特性別+ は製造業品目の み を対 象 と し
,
( a)( b ) の ｢ 類別+ ほ第1 次 ･ 第 2 次

産業 ( 除建 設業) 品目を対 象とす る ･

比

重

上

昇
は

､

政

府

投
資

､

個
人

住

宅
の

比

重

上

昇
の

見
込

み

を

反

映

し

て

い

る
｡

他

方
､

第
三

次

産

業
は

､

一

九

七

〇

年

の

比
重

に

対

し
て

ウ

エ

ー

ト

を

高
め

､

サ

ー

ビ

ス

経
済
化
の

進

展
が

予

測
さ

れ

る
｡

表
示
は

省

略
し
た

が
､

と

り

わ

け

就
業
構
造

面

で

の

推
計
結

果
に

こ

の

傾
向
は

も
っ

と

顕
著
に

あ

ら

わ

れ
､

一

九
七

〇

年
の

四

四

%
か

ら
一

九

八
五

年

淵
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の

五

二

%

に
､

第
三

次

産
業
の

就
業
比

率
は

上

昇
す

る
｡

製
造

業
内

部
で

も
､

構
成

変
化
が

進
む

｡

そ

の

集
約
結
果
が

､

同

義

仙
に

示
さ

れ

て

い

る
｡

基
幹
資
源
型

産

業
の

此

重

は
､

ケ

ー

ス

I

A

で

ほ

ケ

ー

ス

I

B

に

く

ら
べ

､

か

な

り

抑
え

ら
れ

る
｡

そ

の

要
因
は

､

最
終

需
要
に

お

け

る

民

間
設

備

投

資
比

重
の

低
下

､

貿
易

面
で

の

輸
出
に

お

け
る

基
幹
資
源
型

製
品
の

直

接
輸

出
の

伸

び

の

鈍

化
､

輸
入

に

お

け
る

基
幹

資
波

型
の

半
製
品

輸
入

の

増
加

が

見
込

ま
れ

る

こ

と
､

な

ら
び

に
､

生

産
構
造
に

も

省
資
汝
の

動

き
が

進
行
す
る

こ

と

に

あ

り
､

こ

れ

ら
の

要
因
が

働
く
た

め

で

あ

る
｡

表
示
は

割
愛
し

た

が
､

と

り

わ

け
2 2

部
門
ベ

ー

ス

で

み

て
､

相

対

価
格
が

不

変
と

仮

想
し

た

ケ

ー

ス

Ⅲ
と

比
べ

る

と
､

ケ

ー

ス

I

A

で

は
､

鉄
鋼

一

次
､

化

学
の

比

重
は

低
く
お

さ

え

ら

れ
､

価

格
効
果
が

か

な

り
の

程

度
に

働
く
の

が

知
ら
れ

る
｡

2 2

部
門
ベ

ー

ス

で

貿
易

構
造

趨
勢
型
の

ケ

ー

ス

I

B

と

比
べ

て

も
､

鉄
鋼

一

次
､

化

学
の

比

重

は

ケ

ー

ス

I

A

で

は

お

さ

え

ら
れ

､

貿
易

構
造

高
度

化
の

効
果

が

あ

ら

わ

れ

る
｡

こ

れ

に

対

し
て

､

技
術

集
約
型

産

業
､

と

り

わ

け

機
械
工

業
や

最
終

化
学

な

ど
の

此

重
は

､

主
に

輸
出
の

拡

大

と

高

度
化
に

よ
っ

て

シ

ェ

ア

を

高
め

る
｡

恥
表
の

特

性
別

分

類
ベ

ー

ス

で

み

て

も
､

2 2

部

門
ベ

ー

ス

で

み

て

も
､

価
格
効

果
､

お

よ

び

貿

易
構
造

高
度

化
の

効
果
が

こ

こ

で

も

か

な

り

明

瞭
に

み

ら
れ

る
｡

伯

方
､

単
純

労
働
型
の

食
料
品

､

繊
維

､

発
貨
の

分

野
で

は
､

シ

ェ

ア

ー

低
下

が

び

き

続
き

進
む

｡

こ

れ

は
､

輸

出
の

減
退

､

輸

入

の

増
加
と
い

う
傾
向

を

伴
っ

て

進
行
し

ょ

う
｡

以
上
の

生

産
構
造
に

対

応
す
る

貿
易
構
造
(

前
掲
第
7

表
)

の

変

化

に

つ

い

て

も
､

同

様
の

吟
味
が

で

き

る
｡

紙
幅
の

関
係
で

､

そ

れ

は

表
の

語
る

と
こ

ろ
に

ゆ
だ

ね

よ

う
｡

国
民

消

費
の

構
造
に

も
､

い

く
つ

か

の

変
化
が

進
む

｡

第
8

表

叫
の

個
人

消

費
支

出
の

産
業
構
成

品
目

此

率
で

み

る

と
､

総
体
と

し

て
､

第
三

次

産
業
品

目
へ

の

支
出

､

と

り

わ

け
サ

ー

ビ

ス

む

け

の

消
費
比

率
は

､

各
ケ

ー

ス

と

も

か

な

り
の

上

昇
を

み

せ

る
｡

ま

た

仰
の

費
目

別

構
成
此

で

ほ
､

所

得
効
果
に

も
と

づ

く
エ

ン

ゲ

ル

係

数
の

低
下
の

い

っ

そ

う
の

進
行

と
､

雄

費
比

率
の

増

大
の

び

き

続
く

進
行
が

顕
著
で

あ

る
｡

所
得
効
果
の

面
で

注

目
さ

れ

る

も

う

一

つ

の

側

面
は

､

所
得
弾

性
値
が

高
い

と
い

わ

れ

る

耐
久

消

費
支

出
の

伸
び

と

構
成

比
の

上

昇
で

あ

る
｡

た

だ

し

内

容
的
に

は
､

自

動
車

･

家

電
は

新
規

需
要
か

ら

買
春
え

需
要
に

重

点
が

移
り

､

代

わ
っ

て

住
宅

･

家

具
･

そ

の

他

関
連
支

出
が

増
大
す

る

と
い

う
姿

を

と

ろ

う
｡

個
人

消

費
支

出
に

与
え

る

価
格
効
果
に

関
し

て

は
､

と

り

わ

け
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第 8 表 消 費構造 変化 の 概 括 指標

( a) 産 業 部門 品 目別 の 個 人 消 費 支 出 の 構 成 % , ( ) 内は 上昇率

1 9 8 5 年

c a s e I A ( 85 年/ 70 年)【c a s e I B ( 8 5 年/ 7 0 年)l c a se I II( 8 5 年/ 7 0 年)

1 9 7 0 年門部

)

)

)

)

)

)
＼

､
ノ

3

0

0

っ
J

5

9

0

1

3

3

1

3

′

h
)

3

7

2

2

′
h

U

7

1

0
ノ

1

2

2

2

2

2

2

(

(

(

(

(

(

(

3

2

2

5

2

7

′

b

3

2

2

4

1

つ

J

7

3

3

/

L

U

4

1

)

)

)

)

)

)

)

2

0
ノ

0

′

b

3

8

2

3

3

4

0

3

ワ

ノ

3

7

2

2

∠
U

7

1

0
ノ

1

2

2

2

2

2

2

/

/
＼

(

(

(

(

(

(

3

3

3

3

2

8

′
+

U

3

2

2

4

1

3

7

3

3

′

n
)

4

1

)

)

)

)

)

)

)

2

0
ノ

0

′
L

U

3

8

2

っ

J

3

4

0

3

7

3

7

2

2

/

h
)

7

1

q
ノ

1

2

2

2

2

2

2

(

(

(

(

(

(

(

っ
J

3

3

3

2

8

′

D

っ

J

2

2

4

1

3

7

3

3

′
-

U

4

1

7

2

2

1

7

バ
T

3

4

5

5

0

′

D

5

∠

U

3

3

∠

U

3

1

第 1 次 産 業 品 目

第 2 次 産 業 品 目

( 内 製造 業品 目)

第 3 次産 業 品 目

( 内 サ ー ビ ス)

( 商業 マ ー ジ ン )

( 運 輸 通 信)

)
｢

n

)
342(00011 0 0 ･0 ( 2 4 3 ･6)1 0 0 ･0 ( 2 4 3 .6)0001計

( b) 個 人消 費 支 出 の 費 目別 構成 %

1 9 8 5 年

c a s e I A】c a s e I II

1 9 73 年1 9 7 0 年1 9 6 5 年1 9 6 0 年

5

〈
〕

0

2

0

4

8

2

1

1

3

2 5 .4

8 .7

2 .0

1 0 .7

1 4 .3

3 8 .9

1

0

8

3

-7

4

3

0

2

2

0

1

3

4

つ
/

2

4

0

5

0

2

2

0
ノ

0

っ

J

l

1

3

3

0

7

5

′
L

U

O

q
/

2

2

2

′

D

7

っ

J

l

1

2

4 5 .3

1 2 .4

2 .4

1 3 .1

4
.
7

2 2 .1

飲 食 費

被 服 費

光 熱 費

地 代 家賃

耐 久 財

社 費

1 0 0 .01 0 0 .01 0 0 ･0 い0 0 ･0計 】 1 0 0 ･0 い0 0 ･ 0

表 (a ) の 第 1 次産業品目 と ほ
,

6 0 部門分類 の 1- 6 部門 , 第 2 次産業品目 は同 7- 4 6 部門 ( 内製造業 1 2

- 4 2 ) , 劣 3 次産業品目ほ 同 4 7- 5 9 部 門 ( 内サl ビ ス 5 1
,

5 6 - 5 9
, 商業 マージ ン 5 0

, 運輸通イ吉 5 2- 5 5)

の 各品目 な い しサービ ス で ある .

光

熱
費
の

比

重

低

下
に

そ

れ

が

み

え

る
｡

民

生

用
エ

ネ

ル

ギ

ー

需
要

に

つ

い

て

は

そ

の

所
得

弾
力

性
が

一

･

三

(

一

九
六

〇
年

-
七

三

年

平

均
)

と

相

対

的
に

高

く
､

ま

た

鉱

工

業
部

門
に

く

ら
ぺ

個
人

単
位
あ

た

り
エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費
量
が

欧

米

に

此

し

低
い

こ

と
か

ら
､

今

後
､

所

得
効
果
と

し
て

は
､

消
費
面

で

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

需
要
増
大
の

傾
向

を

生

む
｡

し

か

し

反

面
､

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格
の

上

昇
が

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費
節
約
の

価
格
効
果
を

生

み

だ

す
｡

こ

の

こ

と

を
､

相

対

価
楷
の

上

昇
な

し

と
し

た

ケ

ー

ス

Ⅲ
に

く

ら
ぺ

て

判
断
す
れ

ば
､

ケ

ー

ス

I

A

で

光

熱
費
は

､

ケ

ー

ス

Ⅲ
に

対

し

て
､

比

率
の

う
え

で

2

割
が

た

の

節

約
効
果
を

生

む

こ

と

が

わ

か

る
｡

J β∂
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こ

う
し

た

生

産
･

貿
易

･

消

費
の

構
造

変
化
に

必

要
な

一

次
エ

ル

ギ

ー

需
要
お

よ

び

資
源
(

ど

く
に

鉄

鋼
)

需

要
の

構
造
も

､

大

き

な

関
心

事
で

あ

る
｡

第
9

表
､

第
1 0

表
が

そ

の

姿
を

要
約
す

る
｡

第
9

表
㈲
で

ケ

ー

ス

I

A

の

貿
易

構

造

高
度
化
を

前
提
と
す

る

と

き
､

一

次
エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要
ほ

原

油
換
算
で

約
七

億
一

､

七

〇

〇

万
kl

と

な
り

､

こ

れ

は

別

途
検

討
し

た

供

給
可

能
量
の

範

囲

内
に

十

分

収
ま

り

う
る

規

模
で

あ

る
｡

こ

れ

を

ケ

ー

ス

Ⅱ
の

､

産

業
構

造
が

現

状
の

ま

ま

据

え
お

か

れ

る

と

み

た

と

き

の

必

要
量
七

億
三

､

五

〇

〇
kl

と

比
べ

る

と
､

約
3

%

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

節
約
が

実

現

す

る

こ

と

に

な

る
｡

こ

の

節

約

分
の

中

身

を
､

効

果
要
因
別

に

分

解
し

て

み

よ

う
｡

い

ま

川

経

済

規
模
だ

け
が

拡

大

す
る

と

み

た

ケ

ー

ス

Ⅱ
の

必

要

量
を

､

ケ

ー

ス

Ⅲ

の

相

対

価
格
お

よ

び

技
術
構

造

が

不

変
と

み

た

場
合
の

必

要
量
か

ら

差
引

け
ば

分
か

る

よ

う
に

､

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費
量
は

､

所
得
効

果
に

よ

っ

て
､

五
､

五

〇

〇

万
kl

の

需

要
拡

大
が

見
込
ま

れ

た

は

ず
で

あ

る
｡

と
こ

ろ
が

､

惚

他

方
で

､

相

対

価
格

の

上

昇
と

そ

れ

に

関
連
し

た

省
エ

ネ

ル

ギ

ー

技
術
の

進
展
に

よ
っ

て
､

ケ

ー

ス

Ⅲ

の

必

要
量
か

ら

ケ

ー

ス

I

A

の

必

要
量
を

差

引
い

た

約
七

､

三

〇

〇

万
kl

分
だ

け
､

価
格
効
果
の

働
き

に

よ

っ

て

需

要
が

削
減
さ

れ

こ

と
に

な

る
｡

先
の

3

%
の

節

約
の

結
果
ほ

､

前

者

仙
の

所
得
効
果

を

後
者
㈲
の

価
格
効
果
が

相

殺
し

た

結
果

で

あ

鍔
ィ
･

⊥

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

価

椿
の

上

昇
が

､

か

な
り

の

自
動
的
な

節
約

効
果
を

生

む
こ

と

を

意
味
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

節

約
分
は

､

さ

ら
に

ケ

ー

ス

I

A

を

ケ

ー

ス

Ⅲ
､

す

な
わ

ち

技
術

構

造

は

不

変
と

し

相
対

価
格
の

み

が

変
化

す
る

と

し

た

場

合

と

比
べ

れ

ば
､

他
の

効

果
を

さ

ら

に

要
因
分

解
で

き
る

｡

つ

ま

り
､

惚
･

∽
技
術

向

上
に

も

と
づ

く

節
約
分

と
､

竹
･

㈹
純

粋
の

価
稗
効

果
に

よ

る

節
約
分

と

に
､

そ

れ

は

分

離
さ

れ

る
｡

そ

の

比

率
は

､

ほ

ぼ

半
々

に

分
か

れ
､

価
格
上

昇
に

よ

る

効

果
は

､

そ

の

直

接
分
に

限
定

し
て

も
､

か

な

り

の

自
動
的
な

節

約
効
果
を

生

む

こ

と

が

知
ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

こ

う

し
た

一

次
エ

ネ

ル

ギ

ー

を
､

部
門

別

需
要
の

構
成

変
化
の

形
で

整
理

す

る

と
､

同
9

表

仰
が

求
ま
る

｡

概
括
的
に

い

え

ば
､

産

業
構
造

転
換
に

伴
う

鉱
工

業
部
門

(

と

り

わ

け

鉄
鋼
)

で

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

節

約
と

､

民

生

部
門

(

と

り

わ

け

建
設

､

国
内

最
終

需

要
)

で

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要
の

増
大

と
い

う

構
成

変
化
の

な
か

で
､

エ

■
ネ

ル

ギ

一

利
用
の

効
率
化
と

節

約
を

推

進
し

て

い

く
こ

と

が

課

題

と

な
っ

て

い

る

こ

と

を
､

同

義
は

数
値

的
に

語
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

見
方

を

変
え

て
､

既
述
の

エ

ネ

ル

ギ

ー

3

%
の

節

約
効

果
を

需

F
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第 9 表 一

次 エ ネ ル ギー需要 の 構造 変化

( a) 一 次 エ ネ ル ギ ー 需要量: ケ ー ス 別

需 要量

1 0 0 万k l ( 内輸 入量)

( 原油換算)

弾 性 値

7 0 年慶

一S 5 年

7 3 年 慶

一8 5 年

1 9 7 0 年度

19 73 年度

3 3 0 ( 2 2 0)

4 0 7 (3 6 0 )

1 9 85 年

C a S e I A

C a S e I B

C a S e I I

C a S e I II
′

c a s e I I I

7

′

n

〉
7

5

4

4

5

0
ノ

7

7

4

4

4

4

4

7

0

0

2

7

q
/

0

0

0

0

0

1

1

1

1

0
ノ

0

0

0

1

0

1

1

1

1

* 一次 エ ネ ′レ ギーとは
,

エ ネ ル ギー稔需要量か ら
,

エ ネ ル ギ

ー部門 白身 の 需要量 を二 次 エ ネ ル ギー化 さ れ るもの と み な

し て差引 い た も の で ある .

* * ( b ) 表ほ
, 産 業連 関表の 原 油 ･ L N G

, 石油 製 品 , 石 炭 製

品 , 電力 ,
ガ ス 部門の 金額に 上記の 手続 を施 し た の ち

, 各

各 の エ ネ ノレ ギー原単位を 乗 じた もの .

( b) 一 次 エ ネ ル ギー需要構 造

の 変化 %

1 9 7 0 年
1 98 5 年
C a S e I A

農 林 水 産

鉱 業

鉄 鋼

化 学

非 鉄

紙 ･ パ ル プ

窯 業
･ 土

■
石

そ のイ也製造 業

運 輸

建 設

サ ー ビ ス 部門

国 内最終 需 要

輸 出

7

7

′

b

7

5

0
ノ

5

′

h
U

1

7

5

て
〕

2

2

2

5

0
ノ

l

1

3

1

∩

フ

′

0

′

D

7

1

1

1

1

1

8

7

0

9

5

1

8

8

1

7

0

q
/

0

1

2

2

9

1

2

3

1

q
ノ

8

′

b

n
フ

1

1

1

1

1

第 10 表 鉄 鋼 需要 と そ の 構造 変化

( a) 鉄 鋼 需要量: ケ
ー

ス 別

需 要 量
1 0 0 万 ト ン ( 見 掛 け 内 需量)

1 9 7 0 年

1 9 7 3 年

9 3 ( 6 9)

1 1 9 ( 8 6)

1 9 8 5 年

C a S e I A

C a S e I B

C a S e II

c a s e II I
′

C a S e I I I

3

3

1

3

2

7

q
ノ

l

q
/

0

J β7

( b) 鉄 鋼需要 構成 比 の 変化 %

1 9 7 0 年
19 8 5 年

C a S e I A

製

横

磯

横

磯

属

般

気

送

密

金

一

電

輸

精

建

仁1

ロロ

械

械

械

械

設

土 木

輸出( 直接輸 出)

そ の イ也

0
ノ

l

′

b

3

1

0

0

5

8

5

1

2

1

1

4

4

∠

U

4

1

1

0
ノ

亡
J

′

0

5

0

0

′

0

8

3

4

0

0

′

q

O

3

(

k
U

5

1

q
ノ

7

7

′

b

* ( a) 表 の ( ) 内lち 見掛け 内需量で あ る .

* * ( b ) 表は
, そ れ ぞれ の 年次の 産業連関表 に お ける圧延鋼材 ･ 鋳鍛鋼の 投入額の うち , 自部門投 入 を

除い て構成比 を求 め た もの で ある .
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要
項
目

別
に

要
因

分

解

す
れ

ば
､

そ

の

結
果
ほ

既
出
の

第
5

表

末

尾
の

行
に

掲

載
ず
み

で

あ
る

｡

そ

れ

に

よ

る

と
､

エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要
の

個
人

消
費
と

政

府

消

費
の

比

重

上

昇
に

よ

る

拡

大
分

を
､

設

備

投
資
比

率
の

低
.
下

に

よ

る

節

約
が

相

殺
し

き

れ

ず
､

国
内

需

要

構
造
の

変
化

全
体

と

し

て

は
､

エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要
は

約
4

%

増
大

す
る

｡

貿
易

構
造

の

変
化
の

面

で

は
､

輸
出
の

省
エ

ネ

ル

ギ

ー

構

造
へ

の

転

換
に

よ
っ

て

節

約
は

み

ら
れ

る

も
の

の
､

輸
出
規
模
そ

の

も
の

の

拡

大
が

大
き
い

た

め
､

輸
出
全

体
と

し

て

も

約
3

%
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

需
要

増
大
と

な

る
｡

こ

れ

ら

を

打
消
す

も
の

は
､

輸

入
に

よ

る

5

%

節

約
と

､

省
エ

ネ

ル

ギ

ー

技
術

変
化
に

よ

る

5

%

節
約
と
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

こ

う
し

た

純
節

約
の

結
果

､

エ

ネ

ル

ギ

ー

弾
性
値
は

従

来
一

･

一

七

(

一

九
六
二

年
1
七

二

年
)

で

あ
っ

た

も
の

が
､

〇
･

九

八

(

一

九

七

三

年

-
八

五

年
)

と
､

わ

ず

か

で

あ

る

が

1

を

割
り

込
む
こ

と
が

期
待
さ

れ

る
｡

同

様
な

解

明
は

､

資
汲
需

要
の

動
向
に

つ

い

て

も

可

能
で

あ

る
｡

前
掲

第
1 0

表
お

よ

び

既

掲

第
5

表
(

2

行
目
)

で

ほ
､

代

表

的
に

鉄
鋼
を

と

り

あ

げ
て

示
し

て

あ

る
｡

詳

説

は

省
略

す
る

が
､

両

表

に

つ

き

前

記

と

類
似
の

分
析

が

試

み

ら

れ

よ

う
｡

た

だ

次
の
一

点

だ

け

を

指
摘
し
て

お

こ

う
｡

輸
出
構
造
が

こ

れ

ま
で

の

趨
勢
で

推

移
す

る

ケ

ー

ス

I

B

で

は
､

鉄
鋼
需

要
は

約
一

･

九

億
ト

ン

に

の

ぼ

る
｡

こ

れ

は

国

内

立

地
の

制

約
を

考
え

る

と

き

生

産
困

難
な
ス

卵∫
･
-

ケ

ー

ル

で

あ

る
｡

こ

れ

に

対

し

て

ケ

ー

ス

I

A

で

鉄

鋼

需

要
は

一

･

七

億
ト

ン

程

度
と

な

り
､

貿
易

構
造
の

高
度
化

は

約
1 8

%
の

節
約
を

可

能
に

す

る

こ

と
が

わ

か

る
｡

そ

し

て

こ

れ

は
､

供

給
可

能
推
定

量
の

範
囲

に

収
ま

り

う
る

も
の

で

あ

る
｡

*

*

*

い

ま
ま

で

展
望

し

て

き

た

経

済

構

造
へ

の

転
換
の

た

め
に

は
､

政

策
面
で

も
､

こ

れ

を

可

能
に

す

る

対

策
や

制
度
的
対

応
を

必

要

と
し

よ

う
｡

し

か

し

同

時
に

､

以

上
に

明

示
さ

れ

た

よ

う
に

､

構

造

変
化
ほ

か

な

り

の

部
分
が

価
蒋
効

果

を

通
じ

､

マ

ー

ケ

γ

ト

メ

カ

ニ

■
ズ

ム

の

カ
に

よ
っ

て

達
成

さ

れ

る

側
面

を

も
つ

こ

と

に
､

あ

ら

た

め
て

注
目

す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う
に

､

市
場
の

価
椅
機
構
の

作
動
が

基
本
と

な

る

か

ら

に

は
､

そ

の

活

用
こ

そ
､

政

策
の

一

中

核
に

据

え

ら
れ

る
べ

き

で

あ
る

｡

何
よ

り

も
､

競
争
的
で

公

正

な

市
場
秩
序
の

整
備

を

強

く

推
進
す
る

こ

と
､

お

よ

び

公

害
コ

ス

ト

･

安

全
コ

ス

ト
･

消

費
者

被
害
コ

ス

ト

な
ど

､

社

会

的

費
用
の

内

部
化

を

強
力
に

推
進
し

て

市

場
価
椅
の

う

え

に

こ

れ

を

反

映

さ

せ

る

こ

と
､

こ

の

二

点
､

な

ら

び

に

そ

の

た

め
の

制
度
設

計
は

､

こ

の

側
面
で

の

根
本
的
な

課

題
と

な

ろ

う
｡



( 61 ) 産業連関 の 価稗 = 物量 リ ン ク モ デ ル に よ る 生 産 ･ 消 費 ･ 貿易構 造 の 展望

(

*
)

本
稿
で

は
､

要
素
コ

ス

ト

そ
の

他
外
生

変
数
の

推
定
基
礎
と

関

連
数
値
表

､

諸
関
数
の

推
定

結
果
と
パ

ラ

メ

ー

タ
ー

表
､

分
析
の

部

門
別
明

細
結
果
表
な

ど
､

一

切

を

省
略
し

た
｡

こ

れ

ら
に

つ

い

て

は
､

別
途
公
表
の

報
告
書
(

孔

版

印

刷
)

､

産
業
構
造
問
題
研
究
会
(

経

済

企

画

庁

計

画

局

内

設

置
)

『

昭

和
六

〇
年
の

産
業

構
造
■-

そ

の

方

向

と

問
題
点
』

付
属
資
料
(

一

九
七

五

年
七

月
)

､

統
計

研

究
会
『

産

業
構
造
研
究
資
料
1 5
』

(

一

九

七

六

年
七

月
)

に

よ

ら

れ

た
い

｡

(

一

橋
大

学

教

授
)
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